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クイ農業の論理と今後の課題

（講演要旨）

日本貿易振興会

理事長谷川善彦氏
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•• 
クイ国を含む熱帯の農業の自然条件の概況から述ぺれば畜熱帯では、農業をおこなうにあたり、

気混については、ことさら問題花することはないが、雨籠については大きな問題がある。

例を東南アジア匠とって見れば、図 1vr.示すよう化、温度は周年 18℃を上廻り、年間気温差

も5℃以内であるから温度の点からは農業を周年行なうのに差支えはない。しかし、雨址は一様

でなく地城によって大いに異なり、雨貸が農業の limting fac・ or となっている。・熱帯忙おける農業と雨の関係を要約すれば

(a) 赤道付近では、雨期 ・乾期の差は殆んどない。勿論、雨量の山と谷はあり、普通 2度山があ

り、南半球では 4-9月より 10-3月の方が山が大きい。

(b) 赤道より南北に進むにつれて、乾期がはっきりして来る。

．．
 クイでは、 5月中旬より 1D月の第 3週までが雨期で、雨期の期間に通例年間雨祉の 80 % 

が降る。

(c) 熱帯では年間2,0DD町以上の降雨があると棺生としては熱帯降雨林 （ジャングル）となり 、

それ以下の地城では落葉樹を混える。即ち乾期たなると落葉する。

(d) 熱帯では、稲の成育期間に 1,6 D D叩の雨黛がないと灌がい設備のないところでは水稲は育

たない。

ピルマ、クイ 、カンボジア、ヴィエトナム、ラオスの雨量は、図 2、 3および4に示すとおり

で、東南ア・ジアのこれらの地城では印度洋の湿気をおびた南西より北東に向けふきぬけるモンス

ーン忙よって雨期の降雨をもたらすが、まとも lCうけるビルマ海岸、ピルマ北部の山地及びクイ 、
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〔図 1〕
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量がある。

少くとも 1カ月以上 (50111111)以下の乾期がある熱帯気候

1カ月 50叩以下の雨且の月がないととも忙最高、最寒月の差 5℃以下

少くとも 1カ月の乾期があり、且つ最混最寒月の差 5℃以下
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ビルマ国境の山々（約1,0 0 0 m)にまで雨をふらし、次いでマレー半島をこえたモンスーンは

メナム平原をわたってクイ中央部と東北部の境界にある 800-900mの山々忙更に、ヴィエト

ナム及びラオスの山匹モンスーンがあたること花よ って、かなりの雨載がこれらの地域囮降る。

この山で降った雨紐がビルマではイラワジ、クイではメナム、旧仏印ではメーコンのデルクに氾

らんして灌がいの代りをなしている。

なお、クイ国における雨量の分布は図 5のとおりで、 1, 0 0 0 - 1, 5 0 0 11171!のところが多い。

クイの雨貸 ． 〔図 5〕
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〔図 6 〕
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クイの自然植生

四 山岳林

熱帯雨林（ジャングル）

':'ropical Rain Forest 

蕊l：ここ□9r竺林
こ ］で口：ごァンナ的）

口 水作田

したがって、クイ国における自然植生は図 6のとおりで、多様の形態の形体を示しているが、

真の意味のジャングルを形成している部分は少ない。

第 2. タイ農業の論理と今後の問題点

I タイ農業の論理

1. クイ農業を規制する自然条件

クイ国の雨量分布は前述のとおりであるから、雨量分布だけから見るときは、雨期1'(1,600

叩上の降雨がある天然の水稲作の可能地城は少ないよう忙思われるが、メナム河デルク地帯

に氾らんする水量が灌がいの役割を果して第二次的に 1,6 o o mm以下の降雨の地城が広いクイ

国を代表する米作地帯をつくっている。

図 7に示すように、Nakon Sawan（海抜 19 m)を頂点V(Bangkok を東西に走る線

を底辺に、高さ 25 DKm、底辺 15 DKmのほぽ二等辺三角形でその面積 28,000平方キロ
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（約 1,7 0 0万ライ＝ 28 0万ha)の広大な面積に氾らんが起きる。

水量は、過去 12 4年間の記録がアユチャで測定されたものがあり、その最高水位の平均は

3. 6 5 mである。

•• 
これは 1,8 3 1年に大洪水があり、時のラーマ三世王の命によ りAyuthya に水位測定ポ

ールを樹てさせ年々の最高水位を記録したものである。この氾らんによって、メナムデルクで

は無肥料のまヽで年々 1反 1石の収量があげられている。

しかしながら奥地における年々の降雨量は一定でなく、したがってデルクの氾らん面積が変

動するので、米の収穫高は年々変動する。水量が少ない年はメナム乎原の周辺部に水が来なく

てはんらん面積が小さくなるので周辺部に干ばつの被害を生じさせるし、水害年には平原の低

い部分の水深が深くなりすぎて水稲に被害を与える。アユチャにおけるメナム河の最高水位が

海抜3.5 0 m -4. 2 0 mの間にある年は水稲作の被害は少く、農作年にあたる。そして干害年、

水害年はそれぞれ図 8附記のとおりで、干害年は水害年よりも多く、また被害も大きいのが通

例である。過去のメナム河水位と収穫率は図 8のように極めて高い相関 (r=;悶つばう認）

を示している。なおデルクに氾らんを開始するのは北部の 4支流が合体したメナム本流が更に

Pasak河の水を合せた地点 Sena Kおける流羞が 4,2 0 0m3/ sec に達した時点である

といわれている。

このように自然条件特に降雨量に作柄が支配されるので、相当思いきった土木工事が必要で・ある。幸い、暉より融資でチャイナートダムを造っているからこの水を周辺忙回わして灌が
いすれば、氾らんと旱ばつと両面に対する調節ができるので米に関する水利用のみならず二毛

作とも関連する水利用の問題が今後の課題となってくる。

．．
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〔図 8〕

X 

メナム河の水位と収穫率の関係

5と90
0 

17 

必が"=2．砂S-O.o呼 X

“クク
c 

•• 
発こ ゜

≪ヽ

3oク
a 

＾
 

、 ユ¢

゜ ルが,,.

ユクク

/19元 夕”: S99 7”~. 、”‘ 夕が

• 栽培面積匠対する収穫率

3ヽ

゜

¢91/. 9クク ．
 

注1． メナム河の水位（アコチャにおける）が 3s o cm-4 2 o cmの年は豊作年 ~ 

4 2 ocm肛の年は水害年 、~

3 5 0 Cl1l.t［下の年は旱ばつ年

2. 旱ばつ年の年の方が水害年の年より被害が大きい

3. 1 8 3 1年（ラーマ三世）より 19 5 4までの 12 4年間に

5 5 mー4.2mの年 5 3 :'ii;大旱ばつ年 5年 (2m台）

3. 5 m以下の年 6 D年4.2m以上の年11年大水害 4年(4.8m以上）

クイでは旱ばつ年の方がはるかに多い。
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2. クイ農業を規制する社会経済的条件

A 土地制度

水田については卓観すれば平均 25ライキ 4baで農家毎の差は少ない。しかも中には小作

もあるが、一般的には自作農である。

これはもともと土地は凡て王土であるが一定の土地に Settleして農業を 5年間行なった

ものに 25ライを農地として与え、その他は国有地とした歴史に起因している。

米の商品化が進んだメナム河のデルク地区、特に近世になって開墾が行なわれたTbanya-

bunri地区には相当小作も居るが、その他は殆んどは自作農である。

● B 経営労働力は、家族単位で、ことに水田では、田植と収穫は忙しいが、その時は、日本の結・い、手間替えに似たたすけあいが行なわれるのが普通である。
c 籾価格とその流通

図9（戦前）、 1 D（戦後）忙示すように、 Bangkok を中心た籾価格の指数が傾斜して

おり、この指数が6D％程度の所まではバンコックに集荷される。

なお図 1Dの東北部の 47の番号のある県 75％は、ラオス方面との交換価値を示すもので

あろう。

●
 

．．
 

そして集荷は、川または鉄道輪送が主である。

D クイ農業発展の他律性

私は、クイ農業の発展の特徴は他律的に発展したものであると思う。殊にその他律性が、か

っては米に、最近はとうもろこしにと 2作物に集中して大きな流れとして顕現していることは、

今後の経済協力を考える上に大事な事柄であると思う。

(a) 水稲作に見た他律性

クイ国が欧州との接触がはじまったのは 18 5 0年頃で、はじめてクイに来た英人Bowl-

lngは、当時の植民地政策の風潮の中で、クイをさとうきびの産地にしようとして成功し

なかった。

砂糖はジャワで、ゴムはマレージャで成功し、その食糧補給地としてクイの米作が発展し

た。

即ち、第 1表に示すように、 1, 8 5 0年頃は人口 1人当り米作面積は 0.8-0.9ライ（キ

0.1 Sha)であったのが、米の商品生産の進展9てつれて最盛期花は中央部メナムデルク地

帯では一時はその約3倍に達している。これは明かに余剰米生産に農民が従事したことを意

味する。

- 9 -



〔図 9 〕
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〔図 10〕
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（第 1表〕

ク イ の米作の変動

中 央 部 その他の地城

米作面積 人 ロ
1人当り 米作面積 人 ロ

1人当り

面 積 面 積

百万ライ 百万人 ライ 百万ライ 百万人 ライ

1 8 5 0 1. 8 2.0 0. 9 2. 4 3. 0 0. 8 

1 9 1 0 
7. 2 3. 3 2. 2 4. 3 5. 0 0. 8 ． ~14 

1 9 5 0 
1 6. 9 7. 0 2.4 1 8. 8 1 0. 3 1. 8 ． -5 4 

1960年 1 7. 0 1 1. 0 1. 6 2 4. 3 1 5. 3 1. 6 

注1. 1850年頃の推定では中央平原でもその他の地域でも 1人当り 0.8ライの面積を作り自

給経済をしてい九）

2. 1 9世紀後半では中央乎原では 2.2となり相当の余剰米が生産されて来たことを推定させ

る。

3. 2 D世紀後半花なると東北、北部へも交通機関が発展し、米の商品化が行なわれるように

なって来ている。

4. 2 D世紀後半になると何れの地城も 1人当りの米作面積は減少している。

． 
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〔第 2表〕

最近のクイ米作率の変化

1 9 4 9 1 9 6 2 1 9 6 2の“ 贔ろこし面積の米作

I 中央部 1 4. 2 1 6. 8 1 1. 1 

a メナムデルク 4 0. 3 4 0. 8 7. 0 

1 Bangkok 9 4. 9 6 8. 3 

2 Thonburi 6 1. 7 3 7. 7 ． 3 Samut Prakan 5 5. 1 5 & o ． 4 Samut Sakon 3 a 9 3 7. 2 

5 Samut Sangkran 9. 5 6. 4 

6 Nonthapuri 7 4. 1 6 7. 2 

7 Nakon Pathon 6 0. 6 6 0. 1 

8 Prathanthani 8 9. 5 8 2. 2 

， Ayuthaya 8 & 9 8 5. 5 

1 0 Angthong 6 5. 1 7 3. 7 

11 Sing buri 6 4. 5 7 5. 9 ． 1 2 Lopburi 1 7. 2 1 6. 5 9 0. 8 

1 3 Chainert 3 2. 0 4 3. 5 

14 Supanburi 3 a 1 4 6. 5 ． 15 Uthaitham 7. 4 1 0. 6 ． b メナム上辺 1 0. 3 1 6. 5 1 7. 6 

C ベサック a 2 1 2. 6 6 1. 6 

d バンバコン 1 9. 2 2 1. 7 0. 9 

e 東南部 6. 3 6. 3 0. 5 

f 西部山地 3. 5 4. 6 3. 6 

II 北 部 3. 6 4. 6 0. 9 

皿 東北部 1 1. 2 1 7. 1 2. 0 

N 南 部 6. 6 7. 6 □. 9 

全 国 計 1 0. 3 1 3. 1 6. 7 
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そして、 1950-54年には、例えば・ンンガポール大学の英人教授 Dobbyをして、

世界一の米作非適地であるといわせた東北部でさえ、 1. 8ライを栽培し、籾又は白米芍失

道でパンコックに運び輸出された。これは明がてクイの稲作が海外の需要侭応えて他律的

に点ll戟を受け、外延的な発展を見たことを意味する。

しかるに 19 6 0年になると人口 1人当りの米作面積は減少して来ている。これは米の

生産嚢に対する余剰米の籠が相対的には減少して来たことを意味する。

メナムの氾らん乎原の面積は一定であるの匠、人口が増加して行くと、 1人当りの米作

面積は減少するのが当然であって、一定限度以上に人口が増加すると、氾らん乎原では増

加する人口を支えられなくなって、氾らん平原から人口が排出されて氾らん平原以外で農

業を行なわなければならなくなる。（第 3表 ・第4表参照）

〔第 3表〕

1 9 5 5年以降の米栽培面積の停滞ととうもろこし面積の拡大

米 と う も ろ こ し

栽培面積 生 産 量 栽培面積 生 産 量

（百万ライ） (1,000トン） （百万ライ ） (1,000トン）

1 9 5 5 3 6. 1 7, 3 3 4 0. 3 4 6 8 

5 6 5 7. 7 8, 2 9 7 0. 5 1 1 1 5 

5 7 5 1. 7 5, 5 7 0 0. 6 1 1 5 7 

5 8 3 5. 9 7, 0 5 3 0. 7 9 1 8 6 

5 9 3 7. 9 6, 7 7 0 1. 2 5 3 1 7 

6 0 3 7. 0 7, 8 3 4 1. 7 9 5 4 4 

6 1 5 & 6 & 1 7 7 1. 9 1 5 9 8 

6 2 4 1. 6 9, 2 7 9 2. 0 5 6 6 5 

6 3 4 1. 3 10,029 2. 6 1 8 5 8 

6 4 4 0. 9 9, 5 5 8 ふ45 9 3 5 

6 5 4 0. 5 9, 2 1 8 3. 6 0 1, 0 2 1 

6 6 4 5. 7 1 1, 9 7 5 4. 0 8 1, 1 2 2 

6 7 4 0. 1 

•• 

．
 ．．
 

注 1 9 6 9年にはとうもろこしは推定 14 5万トン輪出されているものと推定されて

いるので、栽培面積は 6百万ラ 1近いものと推定される。

-1 4-



〔第 4表〕

1 9 4 7年と 19 6 0年の人ロセンサスの人口増加率と 19 6 3年の農家人口率

人口増加率（ 1947 =1 0 0) 農家人口率 （％ ）

中央部

Bangkok 
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◎米作及び畑作

米単作地帯の人口増加率は全国平均より低い。
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第4表は最近の人ロセンサス年である 19 6 0年とその前の人ロセンサス年 19 4 7年

の間の人口増加率を示したものであるが、メナム平原地域では BaD g k O k-T h O D b Ur  l 

両市の都市化忙よる人口増を別化すると、何れの県も、特に米作中心県である Ayuthy a, 

Anthong, Singburi (骨印）は全国平均人口増加率よりも人口増加率は低く、メ

ナム平原の周辺部にある諸県のうち畑作が行なわれ出した県（◎及び〇印）では人口の増

加率が平均より高い。

この事実は、メナムの氾らん乎原で行なわれる米作が飽和点にまで達して、増加する人

ロを支えられなくなり、米作地から、周辺の畑作農業地域に人口の社会移動を行なわざる

を得なくなったことを意味するものと理解して差支えあるまい。

(b) とうもろこしに見る他律性

米作単作地からはみ出た農家は、メナムデルク周辺に移動して畑作農業を選らん尤3

新しい作物として選ばれたのはとうもろこしてあるが、クイ人はとうもろこしは食ぺな

いで、作っても売つて米を買って食糧にする。

時あたかも、日本は米の輸入は減 り、代って飼料の需要が増えた。

日・クイ協定匠より、日本は国際価格ならばクイのとうもろこしを買うことを保証した

ので、これが動機となり、当初は 3万トン位しか生産しなかったとうもろこしが、第 3表

のとおり、 19 6 1年に約 60万トン、 6 6年に約 11 0万トン、今年は 22 0万トンと

いわれように急速に増加した。

作物別土地利用について見ても第 5表のとおり、 19 5 3年から 19 6 3年の 10年間

応畑作が伸び、中でも、メーズが目立って増加し、 Fiber crops （主にケナフ）

と、油料作物がこれ忙次いでいる。

とう もろこしの生産発展もやはり米と 同じよ うに他律的に制裁を受けて外延的に発展し

たものと理解して差支えあるまい。

•• 

． 

．．
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〔第 5表〕

1 9 5 3 年~ 1 9 6 3年間の土地利用の変化

1 9 5 3 1 9 6 3 

（千ライ） （千ライ）

全固農用 地面積 6 1, 3 8 2 70,495 

1. 耕 作 地 49,498  6 2, 3 0 3 ． a 米 作 地 38,594 4 1, 2 7 7 ． b 畑 作 地 5, 1 6 5 1 0, 2 3 6 

① Food Crops 1, 2 2 1 5, 0 4 9 

そのうちメーズ 3 3 1 2, 6 1 2 

R Oil Seed Crops 1, 5 7 2 2, D 8 9 

⑧ Fiber Crops 2 8 2 1, 7 8 6 

①十②十③ 3, D 7 5 8, 9 2 4 

． C Tree Crops 5, 7 5 9 1 o. 7 9 2 

2. 農用耕地 5, 3 6 5 4, 2 2 4 

3. そ の 他 6, 5 1 9 3, 9 6 8 ． a 牧 野 7 2 2 ． b そ の 他 3, 4 8 0 
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3. とうもろこし農業についての考察

(a) クイの奥家の考え方

端的にいって、クイの農家は、とうもろこしが地力を減耗すること、数年で反収が半減す

ることを知っており、直接国民の食祖とはならず、現段階で畜産飼料として固内消費すると

いうのでなく 、輸出向であるので自分の食糧である米作のようにとうもろこし作には執着が

ない。

クイの北部では Shifting cultvationの実相を示しておるところさえある。

(b) 国際経済協力上考慮すぺき事柄

クイの米が、マレーシア、インドネシアのゴム、砂糖による他律的所産として発展し、今

やとうもろこしが日本をはじめとする需要花より急速に伸びたが、とうもろこしは地力を減

退させる作物であるだけに、跡地が荒廃して、カンボジャのバックンバンのフランス草、あ

るいはメナム周辺のとうもろこし畑の放棄後にはびこる Commumist Grass などのよ

うに、雑草だけを残すと云う結果を招かないよう、綜合的な立場で配慮しなければならない。

rr新しいタイ農業

以上、考察したように、クイ忙おいては、 1 9 5 0年頃よりメナムデルクを利用して販売用、

輸出用米作が発展して来たが、その可能地は約 1,7 0 0万ライの限界がある。

しかも人口は現在年々 3.2％づつ増加し、農業人口は全労働人口の 80％を占めているとすれ

ば、畑作を採り入れた新農業の確立を必要とする。 （図 11参照）

A 畑地の地力維持増進

クイ農業は、有機質をもたらす、メナム本支流、メコン支流の氾らんを利用した水稲作に依

存したため、畑作匠馴れていない。

森林を拓いて処女地にとうもろこしを作ると、初年度 9o o Kr;／ライの収且は 8年後忙は

1 5 O Kr;／ライ忙なるという Saraburi のとうもろこし試験地の実績結果もある位だから、

数年にして 30 0 Kr;／ライの生産となる。もしこれ以下になれば農民はこの土地を放棄して、

更らに奥地の森林を伐り拓らく。

また、肥料代も高く、肥料をつかったとうもろこしの増収分と較ぺて逆鞘となるとしている。

これを救うのは豆科植物の導入であり 、農民もこのこと忙気がついている。

アメリカは 19 3 0年代匠満州大豆を改良して、数年にして主要塁産物た仕立てた。価格及

•• 

．
 ．．
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〔図 1 1 〕
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び品質の問題もからんで来るが、日本の購入保証があれば、大豆、その他の豆類も他律的に制

裁されて発展の可能性はあるし、これらの畑作物を利用した畜産物の発展も可能性がある。

B 水利の改善

ダム建設が進められている。勿論ダム建設によって、従来のデルク水田に対しても有益であ

るとともに、余る水の有効利用であり、また、東北部などの溜池や濯がい施設などで畑地の多

角化を対象に研究が進められなければならない。

第 3. タイ農業の今後の問題点

以上考察したうちに、それぞれ問題点を見出したが、要は大別して

A 合理的に畑作を発展させること

このためには、土壌管理、水管理、多角栽培などに留意する問題がある。

B クイ農業を支える日本の立場

例えば、大豆などの輪入による裏面援助などを真剣に考えるとともた、この面における経済、

技術協力が問題である。

•• 

むすび

クイ農業の論理として、骨子となる自然条件、社会経済的条件、クイ農業の他律性、これに対 ~ 
する経済、技術協力について、一端を披露したが、その他については附録のデークにより参考と

せられたい。

以 上

．．
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質 疑 応 答

（質問） クイのとうもろこしの生産付は年々増加しているが、その輸出状況はどうなっている

か。

（ 答 ） 日本へはアメリカの方がまとまっていてフレート が安いので、クイのものはそれより

有利な地城があればその方に輪出され、残りが日本忙来ていると見なされる。•• 
（質問 ）

（答）

即ち、 クイの国内で一部養鶏用（バンコックの周辺）があり、また、台湾、マレーツ

ア等にも養鶏用として、小口のものが比較的有利に輪出される。

①畜産の現況と可能性、 ②東北部における飼料生産可能性、⑥東北部における交通事

情

鴎牛

牛 （主に コプウ・ン ）

豚

6 0 0万頭 （比較日本乳牛約 17 0万頭 ）

550 u ( ヽ 肉牛約18 0万頭）

4 a aヽ（約 55 0) 

． 

．．
 

水牛と牛とのバランスは地方によって異なる。

なお、疫病として、口蹄疫をはじめとしていろいろな病気があり、国としても非常

に神経をつかっていて、近接国との国境沿いたは 5□Kmにわたる緩衡地帯を設けて、

牛疫の侵入をチェ ックしている。

輪出用水牛等の移動については、特定地区 (Encloes Quarantine Zone) 

で 2週間滞留させ、口 疫の予防注射も行なってから貨車トラックで運んで輸出地

点である Bangkok勾動勉軸出検疫所で更に検査して健康なものだけ輪出している。

南クイのものは水牛を主としているが、炭疸と出血性敗血病との注射をして Singa-

pore及びMalaysia などへ出している。

可能性については専門家でないので、端的にいえないか、Pakclingの Dani-

sh farm試験場での試験では牧草も可能性あり、牛や水牛の飼育可能性あり 、な

お、バンコックでは 2D D万ドルをかけて屠殺場も建てており、 Ban Pongでは

軍の屠殺場もある。

水牛肉も加工してビーフとして米軍に供給している。

②東北部の飼料生産については商品性はないと思う。一部Nakon RaJsimaでは

飼料生産もおこなっている。

＠漱道、 トラ ックによるので、船便はない。
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（質問） クイの土地利用計画における Sh i f t i ng C U l t i V a t i O n に対する考えかた、主

としてとうもろこし栽培に関連して

（答） Shifting Cultivationは主として北部苗族に行なわれており、約 5D万エ

ーカ一位かと思われる。作物はけし、陸稲、とうもろこしである。

サヴァンナ地帯にも一種の Shifting Cul.のところがある。

北部森林を焼畑にするのは法律で禁止しているが、事実は相当 Shif t i n g fa rn 

は進んでいる。困ったことである。

（質問） 近い将来、地方農村に過疎問題がおこる可能性は

（答） 農業人口が 8D％もあるので、近い将来には過疎化は考えられまい。 ~ 
（質問） 最近ベイン栽培が、現在のとうもろこしのように急激に増加しているが意見は ． 
（答） 東南、西南に増加しているが、品質管理が行きとどいていない。特に意見はない。

（質問） 野菜栽培の現況および需要について

（ 答） 種子の輸入状況はここにデークがないが、野菜の需給は問題ないようである。

（質問） クイ国の食生活（特に主食の米を除いて）

（答） 色々食ぺているが、カレーライス風のものが多い。蛋白源ではkapi(淡水魚の味噌

漬風）を好んでいる。

（文責在財団） ． 
クイ国に関する各種の参考デーク

1面積

5 1 4千Krrf(日本の約1.4倍）

n人口

推定 3, 3 0 0万人

1. 人口増加率 3.2-3.5% 

Ill 国民総生産 (GNP)

5, 1 0 0百万ドル (19 6 7年）

1. 実質経済成長率 a1% (1961-66) 

2. 1人当り国民所得 約 14 5ドル

但し、都市と染村の格差が大きく 、クイ総理府統計花よると (1962-63)世帯当り

．．
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． ． 

． 
． ． 

月額収入は

〇 パンコック 1, 5 2 0パート

〇 全国町乎均 1, 0 0 0 

〇 全国農村平均 3 9 9 

〇全 国平均 5 5 4 

また中部クイを 10 0とすると、南クイ 65、北クイ 40、東北ク 13 1である。

N 為替相場

1米ドル＝ 20. 8 0バート

1パー ト＝ 17円3D銭

V 外貨保有混

9 1 7百万ドル (1 9 6 9年 7月）

VI 国民生産の産業別配分

農 業 3 0. 6 

鉱 業 2. 0 

政 府 4. 2 

工 業 1 3. 1 

商 業 2 a. 2 

その他（銀行、建設、運輸、通信等） 2 9. 9 

V1[貿 易収支 （単位 10万ドル クイ通関統計）

1 9 6 5 1 9 6 6 1 9 6 7 1 9 6 8 1 9 6 9 

輸 出 6, 4 7 1 7, 0 4 9 7, 1 3 6 6, 5 7 6 7, D 2 1 

（対前年比） ＋ 4. 9 ＋ a 9 ＋ 1. 1 △ 7. 8 ＋ 6. 8 

輪 入 7, 7 1 6 9, 2 5 2 1 0, 5 2 7 1 1, 5 8 8 1 2, 3 2 2 

（対前年比） ＋ 7. 1 + 1 9. 9 + 1 3. 8 + 1 0. 1 ＋ 6. 3 

ハランス .6 1, 2 4 6 △ 2, 2 0 2 △ 3, 4 0 1 △ 5, 0 1 2 △ 5, 3 0 1 

貿易外収支のうち、大きな地位を占める政府間取引項目が大きな地位を占めており、 (1967

年で約 2億5、そのうち 72％は米軍支出と推定される。
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渭農用地の割合 （クイの面積単位ライ＝ 1.6 o o mキ¼ ha) 

1. 全国面積 3 2 1, 3 2 5千ライ＝ 51 4 Km 

2. 農用地面積

a 耕 作地

①耕地

②畑作地

食用作物

（そのうちとうもろこし）

ii 油糧作物

iii せんい作物

i +ii+ iii 

⑥ ゴム、ココやし、果樹等

b 農用林地

c その他 （牧野等）

姓耕作面積は農用地面積の約 88 % 

7 0, 4 9 5 

6 2. 3 a 3 

4 1, 2 7 7 

10,236 

5,0 4 9 

(2, 6 1 2) 

2, 0 8 9 

1, 7 8 6 

8, 9 2 4 

1 a, 7 9 2 

4, 2 2 4 

3, 9 6 8 

（全国面積の 22. 5 %) 

(100%) 

(66%)  

(1  7 %)  

•• 
(1  7 %) 

わが国とクイとの貿易 ● 
（日本通関統計単位千ドル）

クイヘの輪出 クイからの輸入 バランス ． 
金 額

対前年比
金 額

対前年比 ． 増減粉 増減（％

1 7 6 3 1 8 1, 0 0 0 + 2 1. 8 9 □, 7 1 9 + 2 6. 6 9 0, 2 8 1 

6 4 213,275 + 1 7. 8 130,605 + 4 4. 0 8 2, 6 7 0 

6 5 219,148 ＋ 2. 8 130,780 ＋ 0. 1 8 8, 3 6 8 

6 6 300,838 + 3 7. 8 153,225 + 1 7. 2 147,613 

6 7 340,991 + 1 3. 3 160,039 ＋ 4. 4 180,752 

6 8 365,448 ＋ 7. 2 1 4 7, 0 2 3 △ a 1 218,4L5 

6 9 433,841 +1a7 167,417 + 1 3. 9 266,424 
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主な ク イ の輸出商品

1 9 6 3 1 9 6 4 1 9 6 5 
1 9 6 8 1 9 6 9 

1 9 6 6 1 9 6 7 1 9 6 8 
(1-9) (1--9) 

米 1 6 4. 6 2 1 4.5 2 1 0. 4 1 9 3. 3 2 2 4.2 1 8 1. 5 1 3 2.2 1 0 4.6 

生 ゴ ム 9 1. 5 9 9. 0 9 6.1 8 9. 4 7 5.2 8 7. 3 5 7. 9 9 1. 0 

とうもろこし 3 9. 6 6 5.4 4 7. 1 7 3. 6 8 7. 5 7 4.8 4 5. 5 3 7. 7 ． 錫 3 5.6 4 6. 2 5 6. 1 6 2.↑ 6 5. 2 7 2. 6 5 7. 1 5 8. 0 ． 
チ ク 6.6 &6 9. 7 1 1. 7 9. 5 a 1 6. 3 6.1 

クピオカ 2 1. 1 3 2.0 3 3. 0 3 3. a 3 6.3 5 7. 1 2 6. 6 3 0. 3 

ジュートケナフ 1 7. 2 2 3. 9 5 3. 9 7 9. 4 4 2.5 3 2.4 1 9. 1 2 7. 6 

冷凍えび
2.2 3. 3 5.3 9. 2 1 2. 6 1 3. 3 1 0. 4 9. 9 

魚

そ の 他 8 6.5 1 0 5. 8 1 1 5. 8 1 3 0. 2 1 3 2. 0 1 5 0. 5 1 1 1. 6 1 4 3. 5 ． 合 計 4 6 5. 2 9 a 7 6 2 7. 4 6 7 4. 6 6 8 5. 2 6 5 7. 6 4 6 6. 7 5 0 & 7 

クイランド銀行月 報

．．
 単位 FOB 1 0 0万ドル
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わが国 ・7)主なクイよりの輸入物汽

1 9 6 4 1 9 6 5 1 9 6 6 1 9 6 7 1 9 6 8 1 9 6 9 

とうもろこし
7 2 2. 1 5 7 6. 4 7 5 a 3 6 9 1. 2 6 3 3. 3 4 5 0. 5 

4 5. 2 3 6. 6 4 9. 7 4 6. 9 3 6. 8 2 5. 7 

生
8 1.↑ 5 7. 9 5 9. 8 7 2. 9 7 7. 3 9 as 

コ・ ム
3 9. 4 2 a 6 2 a 4 2 a 4 2 5. 9 4 6. 1 

米
1 1 7. 1 1 4 4. 6 8 4. 5 1 2 8. 1 8 8. 3 2 3. 8 ． 
1 3. 6 1 5. 9 1 1. 1 1 as 1 6. 1 a 7 ． 

ケ ナ
3 1. 9 6 5. 4 5 9. 1 8 6. 2 8 0. 9 7 8. 2 

フ
5. 0 1 1. 2 1 2. 5 8. 8 1 1. 9 1 1. 4 

冷凍えび
1. 5 2. 0 3. 7 5. 1 4. 6 6. 4 

3. 0 3. 8 7. 3 1 0. 3 1 1. 1 1 5. 2 

鉄 鉱 石
0. 1 0. 7 0. 7 0. 5 0. 4 0. 5 

1. 3 as a 2 5. 3 3. 5 4. 6 

クビオカ 5 4. 9 1 7. 1 2 0. 1 5 4. 5 5 2. 0 4 9. 2 

フラワ 3. 3 1. 4 1. 7 4. 8 4. 5 4. 2 ． 
ひまの実

2 4. 9 2 5. 7 4 1. 3 3 3. 7 2 4. 4 2 8. 0 

3. 4 3. 3 5. 0 4. 4 4. 1 4. 2 ． 
その他を含む ． 
合 計

1 3 0. 6 1 3 a. 7 1 5 3. 2 1 6 0. 0 1 4 7. o 1 6 7. 4 

単位： 1,0 0 0 トン 百万ドル
（ 
上段は数量、 下段は金額

-2 6 -



． ク イ． 
日 本

アメリ 力

ムロ 湾

イギリス． 
オランダ

． マレーシア． 西 独

合 計

国別クイ の 投贅状況 （ 累計 ）

単 独 合 弁

7, 2 2 5 8, 4 2 0 

7 8 5 1, 8 5 D 

2 1 0 1, 4 2 0 

4 5 1, 0 8 0 

5 3 5 0 

2 4 0 

2 1 5 

1 0 1 9 5 

8, 3 9 0 1 5, 0 4 0 

-2 7-

1 9 6 9年 5月末 （単位万ドル ）

1 B O I査料 1てよる ）

合 計 溝成比％

1 5, 6 4 5 6 6. 7 

2, 6 3 5 1 1. 2 

1, 6 3 0 6. 9 

1, 1 2 5 4. 8 

3 5 5 1. 5 

2 4 D 1. 0 

2 1 5 0. 9 

2 0 5 0. 9 

23,430 1 0 U 0 



•• 

••• 



砂漠 ・半砂漠の農業（講演要旨）

東京教育大学教授

西川五郎氏

はじめに

•• 熱帯農業は．涅潤多雨の地帯の問題だけと考えられがちであるが，最近は砂漠・半砂漠の農
開発が重要な意義をもつようになってきた。この場合の農業開発匠は一般的に棟林や草地造成な

ども包含されている'")

世界の石油賢源の重要地位にあるアラビア湾岸がいづれもいわゆる砂漠という環境下におかれ

ているので，砂漠を開発し．緑地と農・畜産物を豊かに産出しようとする重要性は．経済だけの

問題でなく，人類の幸福の面からも重要なことである。

これらの諸国の大部分は．石油の輸出による収入で．道路，港湾，住宅，給水．発電，通信．

病院あるいは学校などの経済的・社会的インフラストラクチャーの建設は進んでいる。

しかし，これらの諸国も，限りある石油賢源だけに対する不安と，反面，食糧をはじめとする

必要輸入賣材が世界的インフレーションによる値上がりを統けているので，自国経済の多様化・・近代化を早急に図砂とし，特忙食糧の自国生産への意欲は強いものがある。

．．
 

今や乾燥亜熱帝や熱帝の農業開発は，諸先進国の関心の的となり，社会経済協力の一環として，

とりあげられるようになった。

わが国のエネルギーが石油に依存し，その石油の約 9割が中近東の砂漠の国々から入っている

ので日本としては，石油の安定輪入の面からも，これら砂漠国の意欲にそった，社会経済・技術

協力の主要課題として，砂漢・半砂模の農業問題をも取り組む必要を感じる。

1. 世界における砂漠・ 半砂漢の分布

世界における砂漠 ・半砂漠の分布は別図 1のとおり，陸地の 1/5が乾燥によって，砂漠或る

いは半砂漠となっている。

砂漠や半砂漠は大隔エネルギーがきわめて豊富であるが温度が異常に高くなることが多く，天

た水賢源に乏しく，加うるに水分の蒸発が甚だしく，その水にはかなりの塩分が含まれているの

-2, _ 
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で．必然的忙水不足と塩分集積が起り．これらのことが塁菜に決定的な制約を与えている。

2. 砂漠に共通する特徴

•• 
砂漠・半砂漠ともに地城匠より若干の相異もあるが．一般的花は極めて相似の特徴を持って

いる。特に熱帯農業と関係深い面につき，砂漠匠共通する特徴を挙けると次のようになる。

(1) 年間雨量がきわめて少ない3 アラヒア湾岸諸島では冬若干の雨が降るが夏は皆無である。

(2) 砂が多く ．砂丘を形成しているところも多い。

(3) しばしば地下にかたいガツチ(gatches)の層 (HardPan) があり．石灰岩が地表

に出ているところもある。

このようなところでは，水の侵透が悪〈．停滞水の生ずることがある。

(4) 土嘆に塩分が多い。

(5) 土攘に有吸物が少い。

(6) 土嘆に粘土が比較的少い。

(7) 砂あらしがしばしば起る。アラピア半島では 4~ 6月侭ひどい。

(8) 気揺．特に夏季の気温が異常に高くなる。日中 40~5 0℃になることも多い。（西パキ

スクン．ムJレクンの近くも 50℃近くなる。 ） ・（9) 冬季は気混が比較的低〈．若千の雨もあるので．気候は温和快適。

．．
 

囮 気混の日較差が大きい。海岸より内陸において特に大き〈，夏は冬より大である。

u1) 太隔エネルギーが日本などの倍ぐらいある。クエート科学研究所での測定によれば．夏は

6 0 0~7 0 0 cal／ゴ／日．冬は日本の夏の晴天の時のエネルギー (350ca1/r,i／日）

と略同じ。

⑫ 蒸発量が多い。海面からの蒸発量年間 3,0 0 0~ 5, 0 0 0m，また蒸発が速い。

⑱ 地下水位が低いところが多い。（焉いところもある。 ） 

(14 地下水が祉的に限られ， しかも多量の塩分を含んでいる。多くの地下水の塩分濃度は

2, 0り0~5,0 0 0 ppm,とき侭はそれ以上のこともある。

(1$ 地温が高い。しかしかんがいすれば蒸発がいちじるしいので地温がかなり下がる。

1$ 植物の種類がきわめて少い。

⑫ 近接海域の塩分濃度が局い。普通の海水は 5％位だが，アラピア湾海水塩分濃度は 4%。

鴻人口稀薄である。半砂漠地域の人口はかなり多い。

-31-



'l!l 遊牧の民（例 ：ペドウイン）がいる。サウジ．アラビアではペドウインが全人口の約半分

を占める。

刃遊牧の民の率いる山羊による草の食害がいちぢるしい。山羊は根こそぎ食ぺる。羊はそれ

ほどでない。

⑳ 文盲率が極めて高く ，教育特に技術教育の程度はゼロに近い。

四 河川がない。あっても距離が遠く．普通の河水より塩分を含んでいることが多い。雨の時

だけWadi妬なるところはある（サウジアラピヤなど）。この雨が地下に浸透してしまい有

効に使われていない。

四夏は高混で降雨が殆どないので．冬作が主体になる。高緯度砕漠では夏冬ともに農作が行

われる。

•• 
3. 技術協力の背景，順位，基本問題

湿潤熱帝，乾燥亜熱帝，乾燥熱帝に分けて，人口，国民所得，外貨など経済事惰，協力の背

景．緊急度および基本問題を．おおまかに分析すれば，次表の通りで，特にアラプ諸国に対す

る基本的姿勢の特種性を示唆するものがあると思う。

． 

．．
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湿潤熱帝

（東南アジア諸国）

乾燥亜熱帝

（西ベキスクン，イント北西部）

乾燥熱帯

（アラプ諸国）

a 

•• 
技

術

協

力

の

背

景

と

姿

勢

①人口多

② 国民所得低

③ 外貨乏し

④ 食糧不足・栄養不良

⑤ 技術低

⑥ インフラストラクチャ

ー不備

⑦ 自然環境の破壊防止

⑧ 開発輸出

⑨ 所得の増大

⑩ 経済成長

① 人口多 ① 人口少

② 国民所得低 ② 国民所得大

③ 外貨乏し ③ 外貨多い（石油収入）

④ 食糧不足・栄養不良 ④ 食糧は全部輸入
栄養かなりよい

⑤ 技術低 ⑤ 技術若し〈低い

⑥ ィンフラストラクチャ ⑥ インフラストラクチャ

ー不備 ー整備

⑦ 自然環境の改善整備に ⑦ 自然環境造成（植林，
よる生産性向上 録化），＝農業開発

＝自然促進，食糧輸入減

⑧ 開発，輪出

⑨ 所得の増大

⑩ 経済成長

⑧経済多様化＼脱石油一

辺倒）

⑨近代国家成長

0 わが国への石油
安定供給

b
 ． 

．．
 

農

業

開

発

の

技

術

的

基

本

問

題

① 降水および河川のコン ① 河川の水の効率的利用団） 地下水資源の開発活用
トロール 1 かんがい・ンステム

② 水の分配殊に乾季へ 1② 降雨（冬多い）の貯水 1② 海水淡水化によるかん
の利用 ＝地下水槽＝かんがい利 がい水の補強

用

③ 自然環境の破壊防止 ③ 節水栽培・塩分集積防 ③ 節水栽培・塩分集積防

＝土壇保全 1 止 止・飛砂防止

④ 稲作改善

⑤ 永年作物有利

（物質生産）

⑥ 開発輸出

＼熱帯特産物）

④ 畑作の改

⑤ 1年生作物有利

（物質生産）

⑥ 柑橘などの果実・芳香 1⑥ 太陽エネルギーの活用

作物生産有利（良質）

④ 植林．互地の造成

⑤濃械化農業形式採用

⑦ 開発輸出（骰類，油科I⑦ 農産物の輸人逓減
種子，わたなど）
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4． 砂漠の緑化・開発のための水利用に関する一つの構想

主対象であるアラフ裔岸の水利用について，何か新しい構想は生まれないものか。

地上にある水分を気温差に因る鍔滴現象で活用したり，地下水（海水を含む）を蒸発現象で

活用 したり，蒸発散によ る消失水分を隈械的に回収したり ．あるいは消失を防止したり ．さら

匠太陽エネルギーによる安価な水生産などによる淡水取得・維持 節水法などを有効た組みあ

わせれば．砂漢の緑化→開発ということも決して夢ではないっ

具体的な例を紹介したいっ

空気中の水分を利用した例としては，レバノンで，石を積み煎ねた周囲に野菜畑を見うける

が，これは昼夜の混度差を利用して，冷えた石に水蒸気かあたって凝水し，露滴となったもの

を誘導したものであ少，またポイコがイスラエルで砂地に海水をかんがい（て用いて作物栽培す

ること代成功したが，これは昼は高温なので，砂中の空間匠水蒸気ができる。夜間低臨となり

水滴となる。この自然のうまい仕組みを及菜lて誘導したものである。もちろん，塩分染積が起

るが．これは時々多はの海水で流かし去るようにするっ

その外，海からの風に含まれる水分を利用したり，塩水の上にたま った校水を利用したりす

ることも考えられる。

•も人為的な方法としては ， 海水を蒸溜する方法があるが ， 品業に利用するほど安く淡水を

作ることは，現在の兄逍しではちょっと困難のようである。しかしこれとても，真水までもっ

て←くから高〈つくのであり ， 1 D O D ppm ぐらいでとめるのなら引き合って来る可能性も

あろう。また海水ほど塩分を多〈含んでいない地下水からの蒸溜ならもっと安く なろう。

作物には，1 D O O ppm ぐらいの塩分を含んだ水の方がよいものもある。

問題はむしろ，財政，経済とのかねあいであるが，石油綸出による有利性は，新構想を可能

とする原動力にもなり得るものと思う。

そこで次のような 1つの溝想を考えて見た。

(1) 緑化，耕地化への路線

自生植物→野生植物の選択→選択野生梢物への交替→牧阜および酎塩性有用植物の選択→

選択牧草およひ有用植物への文替→耕地化促進→家畜放牧→熟畑化→野菜・飼料作物などの

栽培→砂涙住民！て供給と段階的展院を考える。

なお，あり余る人陽エネルギーを，海水から淡水を碍るエネルギー源にすることの研究は

石油の出る砂浜の国々陀おいてこそ必快であろう。石油iふn伐材で永久的エネルギー源匠は

•• 

． 

．．
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なり得ないからである。

太陽は．日本の夏の曙天の 12 - 1 3万Jレノクス、こ比ぺ．はるかに多く 20万Jレンクスを

超えている。

石油公害のない太陽エネルギーは別の見地からも直要である

(2) 砂漠開発の可能性と理論

開発匠必要な

研究事項•• 

． 

0気温の変化

0湿度の変化

0地温の変化

0潮風の動き

0潮風 の水分

0地表からの蒸発

0降 雨はと分布

0土嚢への没透

。地勢，地物と
露滴生成

。マルチング，阻水
盤による節水法

．．
 

0地混の変化

0蒸発

地中水分の形と
。動き

0地下水の動き

0土痛の物理的性質

0土頃の化学的性質

0土壌の微生物

0海水の没透

()海水と淡水の混合
と分離

自生棺物の種類

° （耐塩性）と分布

地上水分
（空気中水蒸気）

↓ 
滴

）

透

収

）

水

浸

吸

物
↓

↓

 

淡

面

分

植

（

地

水

（

降雨

と、→
’ご工浸透 貯水
（淡水廿生成）

＼ ／  
かんが V,

／ 
水分吸収

（植物）

↑ 
淡水 滴

↑ 
地下水分

（地下水蒸気）

↑ 
毛管水

、含塩水）

↑ 

地下水

（含塩水）

＼ 

＼ 

＞
 

水分吸収

水分・吸収

（養分を 含む ）

↑ 
淡水生成

II 
積塩分排除

↑ 

分
）分

滴

）

透

収

）

水

水

水

侵

吸

吻

中
上
風

ー
↓

淡

ー

＊

面

ー

↓

分

植

潮

（

地

水

（

地

（

＼ 

Z 9 9、-,・、・

（海水）

収

）

い

）

吸

物

か

水

分
柏
介

•
沃
小
ー

水

＇
、
4

り
（

f

匹

雨

海水浸透

／ 
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5. 光合成から見た地域差

棺物の種類や生育の段階によって相異はあるが．気候の異なる各地帯の光合成は特徴的に相

異があり．植物の種類の選定，生産手段の改良（かんがい．排水・ンステムの確立，節水法の採

用等）に宜しきを得れは．次表に見るよう VC，半乾燥亜熱帝の実用価値は．光合成の面からむ

しろ有利ではないかと考える。

表ー 1 気候別に見た光合成且 (9／叫／日）

（科学技術庁資源委員会委員

東京教育大学理学部関口教授計算）

1月 2 5 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 年乎均
グロス光合成 36 37 37 38 37 37 36 37 38 38 36 36 3 6.9 

Af 

湿潤 呼吸 14 14 14 15 14 1 4 1 4 14 1 4 14 ↑ 4 14 1 4.1 

熱帝
ネッ ト光合成 12 23 23 23 23 23 22 23 24 24 22 22 2 2.8 

グロス光合成 35 37 40 42 43 42 4 0 39 38 37 35 33 3 8.4 AW 

半乾燥 呼吸 1 2 1 5 15 16 1 7 1 7 16 15 15 14 13 1 1 1 4.5 

熱帯
ネット光合成 23 24 25 26 26 25 24 24 23 2う 22 22 23.9 

グロス光合成 26 31 38 42 45 47 47 44 41 34 28 24 5 7. 5 
C 8 

半乾燥 呼吸 5 7 ， 1 1 13 15 16 15 14 1 D 7 5 1 0.6 
亜熱帝

ネ・ノト光合成 21 24 29 31 32 32 31 29 27 24 21 19 2 6.7 

グロス光合成

゜゚
34 39 44 45 45 42 38 30 24 

゜
2a4 

C 

呼吸

゜゚
5 ， ↑ 2 14 15 14 1 2 8 4 

゜
7. 7 

温帝

ネソト光合成

゜゚
29 30 32 31 30 28 26 22 20 

゜
20. 7 

グロス光合成

゜゚ ゜
0 47.51 48 42 35 26 

゜゚
2 0.8 

D 
呼吸

゜゚ ゜゚
， 14 14 13 8 4 
゜゚

5.2 
冷帝

ネット光合成

゜゚ ゜゚
38 37 34 29 27 22 

゜゚
1 5.6 

•• 

． 

．．
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図ー2 季節による光合成仕の比較

（表ー 1より作成）

50 I 

含年 10研月 14月月
成均平平

均均

I 
40 ． 光． ノロ 30 

成

20 

9／呪Aョ

10 ． 
゜ 半乾燥熱帯 半乾燥亜熱帝 混帝 冷帯

~ 6. 地域別生産力の比較（乾燥地帯の優位性）

FAOの只料につき ．米．棉花．棉実．小麦の地域別生産力を計数整理したところ，次表忙

示すとおりである。

この表に見られる特異点は ①米について世界でも最も力を入れ，品度に進んだ日本と乾伐

混～亜熱～熱帯のアメリカ．オーストラリア， トルコ，アラプ連合．ペルーが同じ枠にランク

され ②棉花，棉実忙おいて，同様乾燥温～亜熱～熱帝のソ連，アメリカ．イスラエル．オー

ストラリア，アラプ連合，メキ・ンコが上位の枠匠ランクされ，＠熱帯に向かない小麦忙おいても

また，乾燥亜熱～熱帯のアラプ連合，メキシコが上位の枠にランクされることである。
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表ー 2 地域別生産力の比較

ha当収位 湿潤福帝
湿閉熱帯 湿潤熱帯 乾燥温帯 乾燥亜熱帯

（先進 ） （開発途上） 亜熱帯 熱 帯

日 本 アメリカ アラプ連合
4 t以上 韓国 オーストラリア ベルー

トルコ

ソ 連 台 湾 マレージア イラ ン メキジコ

米 2 ~4  t ツリア アルセリア
サウジアラヒア

チリー

ノ臼スクン イラク
インドネヅ了
プラジル

2 t以下 インド
ク イ
カンホツァ
セイロン

ソ 連 アラプ連合
アメ リカ

5 D OK9以上
イスラエル メキジコ
オーストラリア

棉 トノレコ ベル

花
ツリア

3 DD 台 麓 カンボジア イラン
~5  DD K9 セイロン イラク

日 本 インドネジア 西バキスクン アJ屯リア
500k9以下 プラジル

インド
ク イ

ソ 遅 アラフ退只合
1000Kg以上 イスラエル メキジコ

オーストラリア

台 湾 ク イ アメリカ ペル ー
棉 カンボジア イラン
500 セイ ロン イラク

実
~1,0 0 O K9 トルコ

ン`リア
西ベキスクン

日 本 インドネツア アルゼリア
5 O OK9以下 韓 国 プラジル

インド

2 t以上 日 本 アラプ連合
和 蘭 メキ•ンコ

韓 国 台 湾 ソ 連 チリ ー
アメリカ

1 ~ 2 t イスラエル
小 オーストラリア

トルコ
ム七 サウジアラヒア

プラジル 西ペキスクン ペ）レ ー
イラン

1 t以下 イラク

ン`リア
アルゼリア
リピア
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7. 冬期栽培の利点

砂淡地帯では冬期が作物栽培に適している。即ち，太賜エネルキーは冬でも，日本の夏の晴

天と同様豊富であり ，気福が屁すぎもせず，蒸散，蒸発位が少く，また若干の降雨があり ，従

って．塩類濃度の上昇を来たさないことなど有利である。

また，多年性の植物でも，幼植物は塩分に弱いので，栽培は冬から開始することが必要であ

る。•• 8. 植物の塩分抵抗性
(1) 作物の塩分抵抗性の強弱 （M. Simons) 

． 

．．
 

区 分 畑 作 物 薩菜類 牧 草類 果 樹 : 1 中I 濃間塩
豆 えんどう ラヂノクローベ— レモ ン

セロリー ホワイトクロー← 桃

敏 感
大 根 アプリコッ ト

（弱い）
グレープフノ←—ツ

空ら '!'r・ふ
みかん

リンゴ

な し

亜 麻 メロン ベッチ ぷどう

メーズ 胡 瓜 オーチャード オリ ープ

ソルガム 玉葱 ア）レフォルファ イチジク

か らすむぎ 人参 スダングラス ポメランアン

小麦 南瓜 クリスグラス

中間抵抗性 ラ イ 胡椒 スイートクロ→←

とうもろこし Tail fee-

”っさi千さレクス eue 

キャベッ

プロコリー

トマト

わた ほうれん草 ，，←ミューダー デーツ

抵抗性 てんさい アスバラガス グラス

大麦 カリー Saltgrass 
し逗ーJ 

カプ
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(2) 林木の塩分抵抗性

表ー 4 林木の塩分抵抗性の強弱

Pr西ionalsalt tolerance of trees and shrubs 
Electrical Conuuct1v1ty rccorucu (max.) 
EC X IO) 

50 or more A ~,.:ennia mari四，Sua.-JJ,wmiculata,Nitrarra retusa. 
for some spp. 

40 Casuarirw 9lauca, Conocarpus 1、Jne,Jolius,Phoenix dactylリera,Tamarix 1ordanis, Tamar1x 
四 ris-morlu1.
Atriplix nummularia, A trip/ぃx,・csirnria,['r050pI559rphamunna. Prd50p95 /0mamgo. Ta叩,ix

araI•ens15, Taman.̀ deser91, TumarIXmunnifera, Tamanx onenulis. Tamarix西 /and,a,
Tamarix MeJeri. 
Acaciu /iiju/Jtu, Casua,i/ltl equI5et,fo/ia, Koch旧1ndica,Prosopis ju/,jlora, Tama1ix aphylla, 
Zjz)'ph“咄 a,is.
Acacia sowJ~n ii, Tamarix nilot,ca, • 
Ac091a炉ndula,Acacia s.ilirinu, Casuarina strict<1, Eucalyp四 camaldufensis(Kuwait 
strain), Euc. sa,gt'ntii, Euc. spuli,ulara, Neriwn ofrander, r、1rkinsoniaaculeata. 
Acac i~ f.imes,ana, Ca/1,sttmon lanceolatus, Casuarina aistaltJ, Euc. cama/Ju/ens,s var. 
ob匹 a,Euc. c.il.:icultrix, l:uc. Kond,ntnsis, Euc. rniaorl,tca, &c. coolabah, I'rosopis 
ch,lensis (alg.irob,lla), Pros,'匹;ul,JIoravar. wlut,n(I. 
Acac,.i arab,ca, A/111:zi.i・ c/111,mm, Casuar,na lehmanii, Cler叫nd1on1氾,me,Euc.pi"'pi-
niana, lluloxy/on salicornirnm. St'sbaniag,and,jlora. 
Acacu siendphylla, Baslu l99’1folu. Calluns 8luuca, D“hn,lea VIscosa. Euc• 8omphoce-
pha/a, Euc. lrruseuna, Mela/eu叫p,wperifol,a,Melia azeJ“必h,l'unica granatum, J'hnctia 
nmifo/111. 
Alb,wa lebbt'lr, Butta monos戸rma,Euc. annulata, Euc. IJ1acl1ycorys, Euc. comuta, Euc. 
mtlliodora,区． s11itlr/a11d1,f,cus carica, Ficus rel19iosa, J liJkt'a lc111T1na, lA9c11a11a I'ater-
幻ni,Ricinus commun,s (var.侭rsrcus),Sal四Joraolco,des, Thespesia populnca, V,tex 

aiJ"叫四匹．
CasU<191叫cunn1n:Jh111n11J11J,(:、1es,1!rin111911/irni, Calli9onum comosum, Dalbu9ia sissoo, 
D叫o四caatrenuata, Euc. cl.id<'Caly.<,丘．fo1tsuana,Euc. 9rossa, Euc. lansdowne11na, Euc. 
lJrJIJIorens. Eu(. 1e Soueffi. Euc. ro如sta,Euc. salub,is, In9a du/c,s, Te,minal,a ar1una. 
Bracl,ych,ron妍炉".Euc.brockwayi, Euc. Ju11Jasi, Euc. inter/ex/a, Euc. woodwardii, 
Ficus ben9&1l.:nm, Myrtus cvmmun、s,I'rosopis spic,9era, Scl,inus 11101/e, Tmnina/ia catappa. 
Aca.ia如 ni,Agonis flcxuosa, Balanites ae9yptiuca, Cup1essus ari:onica, Euc. lorquata, 
Crevillea robusla, 0lea euroFd, I'rIIchardヽafil,ftra, Sal、xacmopl1ylla, Tamarindus 111山ca,
T.:c叩mastans. 
Cordia myxa, Cuprtssus sempervi,ens var. strictu, Elati19nus an91utifolia, Euc. astrin9ens, 
Euc. campaspe, Euc. jloclrton,ae, [uc. lansdowneana, Euc. lon9icornis, Euc. patellaris, Euc. 
”血叩．Lie./1ansconli心ntalis,lAntana aculta/11, Populw tuphratica, Ttrmina/ia btltrica. 

“ わmb心叩lJ如ricum,区．citrioJora,Populus_ Bolleana. 
3 A匹IaI叩ilu,Albmiajul,br心in,Fie叩,ycomo心，Robiniapst叫1cacia,Salix alba. 
2.5 A匹IllCJ<Imphylla.A匹iamell,fim1,A.r叫liana,A. fomt叩a.

2 恥． 1crc/9Cm is,Hyp加~nt1_h.:ba,ca, Poinc,ana rt9ia, Du1an1a plwnieri, Popu/w obltgaJa, 
1 A叫虹．如gainvillta,I'。pul山 1加四／j心andP.t叩叩en四．

35 

30 

ぉ
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5
 

•• 

． 

．．
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9. 西パキスタン乾燥地の緑化および農業開発へのアスファルト

利用の可能性について

．
 

•• 
(1) ¥!?漠緑化計画予備調査

現地からの要請にもとづき，昭和 45年 2月 11日より，乾燥地の緑化および棗業開発対

策として．アスファルトを乾燥地に利用することによる水の有効利用と塩害防止とを目的と

する予備調査を行った。

予備調査の概略は，西パキスクンの砂洪の緑化，塁業の振興を考えた場合，大い忙アスフ

ァルト利用の可能性があることの結論を得たが，これは単忙西バキスクンにとどまらず．印

度，中近東，アフリカ東海岸，オーストラリア．南米などにもいえることであると思われる。

(2) 西バキスクンの水賢豚上の問題点

西パキスクンでは．かんがい施設は発達しているが，そのかんがい水が浸透し，停滞水が

でき．その停滞水が上昇，蒸散して．あるいは地下水が高くなり地表に塩分を集積し年々約

4万 ha が駄目になっていることである勺

また，国内 5カ所（ムンクン，パイスクン，ケップク）の砂漠の開発が問題になっている。

(a) かんがい計画

ラルカナ，シカルプール計画． 建設中
，，ヽプダム 7 7万エーカーフィー r

(b) tube well 

．．
 この水は 90 0 ppm であるがこれにインダス河の水 (10 0 ppm)を混ぜ 50 0 ppm 

ととし，塩分を流がしまたかんがいをする水忙利用している。

-4 1 -
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(2) アスフ ァル ト阻水盤開発

(a) アスファルト 阻水盤の原理

•• 二
l9ニロニ三ニロ

。
＂一
ー

. ・.. : 
• • : -• •. . ‘` 

． (b) 阻水盤の効果
野菜 1D種類の今迄の阻水盤利用平均収そ―ン

(i薯漑は試験収凪の％であらわす）

．．
 作 物 試 験 数 在来法試験 阻水盤 濯漑試舷 灌漑阻水盤併用

き う り 1 1 7 2 1 1 2 1 D D 2 2 7 

は じ き ま め 7 9 3 1 4 D 1 a a 1 5 0 

甘 2 9 4 1 4 7 1 0 0 1 4 7 

馬 鈴 署 8 6 8 9 6 1 0 0 1 1 4 
I 

こ し よ う 3 7 3 1 4 D I 1 0 0 I 
1 4 0 

砂 糖• もろこし 4 8 9 1 0 6 

I 
1 0 0 i 1 2 0 

卜 マ 卜 4 7 5 1 1 7 

I 
1 0 0 1 1 7 

I 
キ ヤ ペ ツ 2 9 5 1 3 7 1 0 0 1 0 9 

玉 ね ぎ 2 7 9 1 4 4 1 0 0 1 6 2 

夏作西洋南瓜 3 7 9 1 3 6 1 0 0 1 4 2 

-4 5-



デラウェアにおける作物収祉を灌漑試験に対する％であらわしたもの

作 物 在来法試験 灌漑試験 阻水藍 潅漑阻水盤併用

は じき ま め 9 0 1 0 0 1 3 0 1 1 5 

き う り 6 2 1 0 0 1 0 0 1 1 7 

馬 鈴 薯 67 1 0 0 1 4 5 1 3 3 

えんどうまめ 4 8 1 DD 1 3 8 1 2 4 

平 均 69 1 0 0 1 2 8 1 2 2 

(c) 阻水盤の経済性

阻水盤における平均増収羅および年間利益

•• 
増収泣 加工品用 行果市場用

100オントン‘エーカー ドル／100 価 格 ドル／100 価 格
ポンド ドル／エーカー ポンド ドル／エーカー

僧漑 非濯漑 灌漑 非濯漑 濯漑 非灌漑

キ ヤ ベ ツ 3 6 8 0 0. 7 5 2 7 6 0 2.4 1 88 1 9 3 

き う り 5 4 8 D 2.3 2 1 2 5 1 8 5 3.4 0 183 2 7 1 

ヒ． ー マ ン／ 5 4 8 3 5.9 7 324 498 

玉 ね ぎ 7 6 8 D 2.9 7 226 238 

えん ど う 2 1 4 4. 3 3 ， 5 9 9. 9 3 20 134 
馬 鈴 薯 2 5 5 1 1. 1 1 28 57 

はじきまめ 1 5 1 4 4. 1 5 6 2 6 0 8.6 3 129 125 

西洋南瓜 5 7 8 3 4.4 3 252 368 

砂糖 •もろこし 1 9 1 7 0. 9 1 1 8 1 5 3. 1 3 60 53 

甘 56 6 1 3.7 5 2 1 0 2 2 9 

卜 マ 卜 3 6 8 0 1. 1 8 4 3 9 5 5.1 5 187 4 1 3 

． 

．．
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1 o. アラプ連合

エジプトは昔からナイル河で生きて来た国で， 人口の 95％がナイルデルク（カイロ周辺）

に住み，国土の 95％は砂漠で， 5%がデルクおよびナイル沿岸である。

ナセルが砂漢開発を行って，そこへ移住する政策を打出したが．水はナイルの水を使わず，

地下水をつかうこととし， 60 0~1 0 0 0 mの深井戸を掘らせた。 1本を掘るのに 60 0 

~1 0 0 0万円が要るといわれている。地下の水圧が高〈，堀ると水が吹き上げる。

カルガ，ダハラというリピアに向った地帯の砂漠開発がナセルによって取上げられ，ニュ

● -バーレープロゼクトと呼ばれ開発が進んでいる。・ニューバーレーは大きな砂丘ナイJレ・バレー化対して付せられたと聞いている。この水は

スーダンより伏流で来ておりその水量はまだ不明である。

かんがいに要する水鵞は，乾燥地帯では，塩分を洗い流がす水もいる。

アメリカ南部の調査ではかんがい用水の約 1/3~1/4が塩分を流すために要るといわ

れる（この点が日本と異るところである）。

塩分集積は，アラビア湾岸では地下水は塩分が多い。それも浸透性がよい土ならばさだよ

いが，下にガッチのある層があるか，あるいは不透水土壌ならば、何回もかんが＇＾して洗わ

なければならぬ。

もし西バキスクンのように滞水すると．混度が高いので，停滞水の溶存酸素が少くなり，． 

．．
 

したがって根グサレがでてくる。したがって．多蓋の水を回数多〈与えねばならないという

困った問題が出てくる。

以上のように砂漠，半砂漠での農業はむつかしい問題があり．限られた水を，効率よく使

用しなければならない。

西パキスクンのインダス河も．このナイル河も塩分はさほど含んでいない。しかも量も豊

富であるから．こういう良質のかんがい水の得られるところは太陽エネルギーの豊富と相侯

って生産力の向上は大いに期待できる。只空気が乾燥しているから乾風匠よる葉の脱水が急

におこることがあることには注意を要する。

アラピア湾岸地域のように純粋の砂漠では 50 0 0 ppm もの塩分があり，ー木一草も生

えていないので．農作物を作っても砂などによる機械的障害でやられることがしばしばあり．

このような本格的砂漠ではむしろ草地や防風林をつくり，農作物がこのような機械的障害を

受けないような現境を先づ造りそれから気長にやる姿勢が必要である。

-4 5-



ある報告によると 50 0 ppm の塩水を 3フィ ート与えると年間エーカーあたり 2トンの塩

が集積するという。

エジプトの砂漠開発では圃場の輪作体系の中に 4年に 1回．水稲栽培を組入れる計画妬して

いたが，これはきわめて合理的な方法と考えた。なぜならば乾燥地ではかんがいにより地表近

くに塩分熊積が起る。塩分を地下深く流し去るには多籠の水を必要とする。単に塩分除去だけ

に使うのではもったいない。そこで水田状態にすれば地下深く塩を洗い流すこ ともできるし，

また米も生産でき るというわけである。

エジプトは米を食ぺるが主食ではないから，この程度の組入れが適切であろ う。

おわりに

•• 
以上砂漠 ・半砂漠について考察を行って来たが， その要約として，①今後の塁業開発につい

て，半乾燥亜熱帯の農業を考えることが極めて有意義であること ②乾燥地帯の環境改善を進

める方途があり重要な課題であることを認識し，方法としては，＠限られた水の有効利用と

R停滞水対策に注目すること ，＠新しい分野の研究であり且つ人材養成に力を要することを感

ずる ものである。

． 
質疑応答

（問） 砂漠 ・半砂漠地帯におまる家畜および，家禽の生産の現況とプロゼクトの可能性につ

いて。

（答） 国の背景で異なるが，牛，羊，にわとり ．七面鳥な どの改良，飼育を進めている。 十

分なかん水が行われるところでは．牧草は年に数回，陸 10数回刈り取りができる。

この点日本などより有利である。バハレーンなどではナツメやしの樹下に家畜を放飼

し，また，ナツメやしの果実を家畜の飼料として与えている。水産物がかなり穫れる

のでFishMealとの組合せで家畜家禽をやって行こうという計画を立てている。と

うもろこしその他穀類はあまりできないので飼料匠使われることはない。まだ肉牛は

少いが，乳牛はかなりやっている。エジプト・スーダンでは暑さ侭耐える種類を飼っ

ており白色Vグホーンも飼っているが，かなりの無理がある。エジプトファコーム種

．．
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は世界的忙も有名なにわとりで乾燥地適種といえよう。日が強いので木蔭に鶏舎を作

って飼っている。カニレグホーンなども結構たえている。ただ昼混時には産卵が激減

するっ

砂漠での家畜飼料として穀類を作ることは困難であるが．冬が長いので，野菜（瓜

類， トマトはよ〈できる）の他に牧草特にアルアJレファは主要な作物である。牧草は

砂あらしを防ぎ地力増進のために有効なものとして力を入れている。

（問） 遊牧民の家畜の飼料は主としてどんな種類か。•• 
（答） 遊牧民の飼っている動物は，羊，山羊，ラクダであり，禾本科のものを多く食ってい

る。

（問） ガッチについて説明して下さい。

（答） この問題については，本日ここに導門の最上章先生がおられるので同先生より答えて

いただいた方が適切と思います。

最 上章氏解説 /--

． 

．．
 

Gathes の層 (HardPan) について ＇ 

現地を確認していないので，正確を期しがたいが，Arid Areaの通有性から判断されること

を．西111教授のお話しの要旨化もとづいて整理してみると以下のようではないかと思う。

乾燥または半乾燥地帯では，蒸散作用が非常に盛んであるから，土壌中の水の移動はもつば

ら下層土から上層土への．下→上の方向を取り ．多雨熱帯地方やわが国などの上層土から下層

土即ち，上→下の方向のものとは異なる。

この乾燥地方に存在する砂漠土は一般に，塩類に富み，それが皮殻となり，あるいは土粒と

混じ，固形体または結晶体の形で存するもので，カル、ンウムやナトリウムの硫酸塩・塩化物・

炭酸塩などよりなる。

これらの塩類は，水が存在すると．水に溶け易い塩類より順次溶解（先づNacl,Cacl, 

次に Sulfate, Carbonateなど）し．蒸散作用により水とともに土壌中を上昇して表屁部

に集積し，水分の蒸発忙より塩類の濃度は大となる。特花炭酸曹達や重炭酸曹達のような曹達

塩類が多いと粘桐性の高い SolonetzType,のアルカリ土壌となる。
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この粘桐性の商い層は厚さが 1meter以上にも達することがあり，土壊の分解も盛んで，

Humus が少い場合は別と して， Humus を含む場合には腐植が溶けて暗黒色忙汚染される。

このアルカリ土壊は成帝土壌でなく，水の作用による局部土壌であるが，時妬はArid

areaのなかに極く小範囲の土地ではあるが湿めるとなめらかで，泥淳状の感じを与える

~ Slick Spot. と称せられる部分があり，この斑点状の部分は非常に堅く，透水性も悪＾

が，本質的には前述の SolonetzTypeのAlkali土壌と同様なものである。

（問） 昼夜の温度較差が甚しいとのことだが，野菜栽培上抽苔の危険性はどうか。

適応品種はあるか。

（答） こういう問題が当然あるので目下適応品種の育成などを進めようとしている。

（問） 草生栽培とかビニールフィルム等によるマルチングの効果について実例があれば説明

願いたい。

（答） 砂淡のような混揺のところではいろいる問題があり，節水には役立っても実際に作物

の生育に良結果をもたらすかは今後十分検討を要する。

先年アラプ連合国でOEDを使って実験させたが，水混上昇に伴い溶存酸素の不足か

らと思われるが，根ぐされを生じた。温度の低い冬季でマルチを利用することについ

ては若千見込があると思われる。 ~ 

（問） 塩基濃度の高い地下水の飲用としての利用法（特に現地の慣行法）

（答） 飲まない。飲料水としては海水蒸溜による水が用いられている。

•• 

以上

．．
 

（文責在財団）
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マリンジャ．マスリ，バハギア

（マレージアの稲の育種）

ー 講 演 要 旨

熱帯農業研究センクー 川 上 潤一郎氏

はじめに•• 
マレーシア忙おいて稲の新品種、マ リンジャ、マスリ、パハギアが、独立後の重要政策であ

る食糧自給計画の中軸となって果たした役割は比較的評価されており、日本が農業技術協力の

面において挙げた成果の 1つとして関心を寄せられているところである。

これら品種の育種事業は、コ ロンボプランによってはじまり、長い年月と、 1 0世代以上に

およぷ選抜を経て完成され、その間 5人の日本人技術者が関与して普及にうつされたものであ

る。

私はこの育種事業忙、幸にも 2回忙わたって参画することができた。順をおってその概要を

お話すみ． 
I. マレー シア にお け る稲作の概略

．．
 マレーシアは戦前はイギリスの支配下にあり、ゴムとスズで有名であったことは周知のとお

りである。しかし国民の主食である米はクイ・ビルマなどよりの輪入によってまかなっており、

自給度は低かった。

1 9 5 7年の独立以来、特に自給化への努力がつづけられていた。しかし 19 6 0年におい

て、自給度は 65 %にすぎなかった。しかも独立直後は、稲作技術者は少く、コロンポプラン

によって日本からの技術援助を受け1t次第である。

(1)気象条件

マレー半島の東海岸では 11月妬降雨量の山があって、乾．雨期は比較的はっきりしている

が、西部ではピークは 2つあり、 1 • 2月の乾期を除けば比較的なだらかな降雨量である。

温度は、最高 30℃~3 3℃、最低 22℃位である。
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日長は、ケダー平野の中心地であるアロスクー (N6°0 9 I) で最長 • 最短の差が 4 D分程

度で日本に較ぺて極めて小さい。

(2) 稲作方法

稲作地域は、第 1図の斜線の区域であって、 1 9 6 D年頃までは一般的には 9月播種、 2月

第 1図 西マレーシャ水稲作地帯

7 °N 
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Singapore 
1°N 

刈取りの、いわゆる Main Season Crap だけが大部分であった。これは 4~8月の

Off Season Cropを加えた二期作面積は約 4％陀すぎなかった。

(3) 米増産の主要手段

マレー、ンアでは、米の増産のため次の 2つの方法匠力を入れた。
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•• 

a) O:tf Season Cropの面積の拡大

b) Off Season VCも用いうる新品種の育成

a)に関しては、各種計画が着々と実行忙移され、後花のぺるムク川計画はそのしめくくり

のようなものである。

b)の品種に関しては次の事情がある。

大平洋戦争中、マレーシアに駐留していた日本軍の自給のため、当時台湾化あった、白米粉

(Pebifun)が台湾拓殖株式会社の人の手てよってマレージアに導入された。 これは、出穂が日

長にあまり影響されない品種であった。当時一般の作期であったmain Seaso咽弦）品種を、

日長時間の長いOff SeasC'n (4月～ 9月）に栽培すると、播種後 2D D日以上たっても

穂が出ないことがあるのに較ぺて、 Peb1fun は 1年中何時栽培してもほぼ一定の日数で成

熟する （12 D日）。この品種の試作に成功したのに力を得て、ペラ州のクリアン地区で数千

エーカーの大面積に一挙に導入しようとしたが、風害のために失敗した、という記録がある。

しかい この経験は投重なものであり、技術、品種は細々ながら残っており、特に、プロピン

ス、 ウエルズレイ州に伝わっていた。 Pebifun の米には、 日本人好みの粘りがあり、現地

の人には向かなかったため、売買の際に、農家は精米業者に買いたたかれ、他の細長い粘りの

ない在来品種と較ぺ取引上不利であった。そ こでこの品種たかわる、 2期作に適する品種が要

望されたわけである。． 
2. マリンジャ、マスリ、 バ ハギアの誕生

．．
 (1) 関係 した日本人専門家

育種の特徴として、長い年月の選抜を要する。上記 3品種も次に示す人達のリレー妃よ って

育成された。

すなわち、マリンジア、マスリに関しては次の 4名が関係している。

1 9 5 8年～ 19 5 9年 山 JI I 寛 氏 （現佐賀犬学教授）

1 9 5 9年～ 19 6 1年 藤 井 啓 史 氏 （現東海近畿農試 ）

1 9 6 1年～ 19 6 2年 JII 上 潤一郎 氏 （現熱帯農研センクー）

1 9 6 2年～ 19 6 5年 佐 本 四 郎 氏 （現北陸農試）

また、パハギアに関しては、次の 3名が関係している。

1 9 6 4年～ 19 6 5年 佐 本 四 郎 氏

1 9 6 5年～ 19 6 7年 JII 上 潤 一郎 氏

-5 1 -



1 9 6 7年～ 19 6 8年永井皐太郎氏 （指導 ）

（現熱帯農研研究部長）

(2) 育種目揉

日本人尊門家に課せられた命題は、先づ前述のとおり、 2期作に適する新品種を作り出すこ

とであった。そのための着5ロ・ 点は次のようであった。

(a) 多収性

肥料反応といってもよく、当時、ジャポニカは反応性が高く 、インディカは低いと一般化され

ていた。

(b) 短 稗性

肥料をやっても倒れないため忙は稗の短いことが必要である。

(c) 病虫害抵抗性

(d) 良質性

現地に適する粘性の小さい商品価値のある品種であること。

(e) 非感光 ・短期性

年 2回作りうるものでしかも土地利用上からいえば生育日数の短いものほどよい。

(f) 適度の発芽性

発芽性が悪いと困るが、あまり発芽性がよくて、圃場で穂発芽するようでも困る。

(g)脱粒性

脱穀の際、束を手で桶に打ちつける方法に適するよう、脱粒易性が必要である。

(3) マレーシアにおける交配組合せ

戦後の東南アジアの食糧問題解決のため、FAOでは、 International Hybridig-

ation Projectを発足させた。すなわち、東南アジア各国から在来のインデイカ稲を選

び、日本から素材と して有望と思われるジャポニカを選び、両者をインドに集め、インデイカ

にジャポニカの肥料反応性を導入するために、両者間の交配をカクックで行なった。その交配

組合せ数26 4の記録がある。

マレーシアもこの計画に参加しており、山川氏赴任当初、同国にあったこの計画に基づく育

種材料は、 Cuttack Hybrid と総称されておりその内容は第 1表のとおりである。

（第 1表）

•• 

． 

．．
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第 1表 マラヤ連邦 (19 5 9)における Cuttack Hybrid 

日本型
●●9■-

旭

インド型

陸羽13 2号 ・

農林

農林

農林•• 農林 18号
農林 2D号

銀 坊

台中 65号

白 米 粉

． 富 国

瑞

1号

6号

8号

主

宝

．． 
(4) マリンジャ、マスリの選抜

マレーツアにある多くの交配組合せの中より、

Serendah 

Nach1ng 

Mayan 

S 1a m 

HaJ l 

Sera 

Ache 

Radin 

Kuning 

57 
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20 

Serendah 

Reyong 

p
 

Mayang 

Ma yang 

S ubar 

白米粉（ Pebifun)

Kuning 

Kech1l 

Sagunpa 

Sabatil 

3
 

Haroun 

6
 

48 

Puteh 

ch l na 4
 

Int an 

X S l a m 29 の組

今せからマ リンジャが、また（台中 65号 X Mayan Ebos 80) X M.E. 8 0の組合せ

からマスリが 17または 18世代を経て育成された。 （第 2表）
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•• 

． 
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日本人専門家が手がけてほぼ 7年かかったわけでをる。

前にのぺたよう忙、 FAOの国際雑種計画で関係各国に配布された材料は多数匠のぽったが、

その後代で一応品種として認められているのは、この 2つだけであるのは何忙原因するのであ

ろうか。推察するに、ジャポニカとインデイカのよう忙、非常に速い緑のものの交配の後代は

乱れが多いため廃棄された場合が多いのであろう。まるいはまた、不稔粒が目立ち、選抜の対

象たり得なかったため早い世代に棄却されたのであろうと思われる。

山川氏は集団栽培 (Bulk Plot)より、はじめて個体選抜をはじめた。次の藤井氏にひ

きつがれるまでややギャップがあり、現地の慣れぬ人が取扱ったので材料に多少の混乱があり、

藤井氏は非常に苦労された由である。

私が藤井氏より引継いだ当時の観察では、これらの組合せでは、収量や粒形品質は優れてい

たが、草丈と生育日数において不充分てあったので、この点が問題であった。

佐本氏に引継ぎ、 1 9 6 4年 2月および 19 6 5年 1月に新しい品種として発表された。

(5) マリンジャの誕生

マリンジャの名前は、マ Vージア、インディカ、ジャポニカの頭の部分をとって、 Ma1, 

ln, J a, とした合成語である。

日本ではおおよそ交配後 7代で固定度に関しては品種として充分であるが、 1 7代もかかっ

たのは、インディカの遺伝因子の複雑さのため、固定に長時間を必要としたと思われる。

マリンジャの収量は、 Pebifunやその他の在来品種の平均収量を 10 0として、ほぽ

1 1 5であり、品質は腹白も少なく、粒形も細長くて、粘性も少＜、現地の人の嗜好にあった

ものである。生育日数は 13 5日で、許容範囲内にある。ただ、 Pebifun に較ぺて、稗が

やや長く、同じようにいもち病に余り強くないという欠点はある。

これが発表されたときのラジオなどによる報道は、独立後はじめて発表した品種とい うこと

もあって、国内に大きな反響をよん忍

(6) マスリの誕生

マスリと いう名は、時の総理大臣ラーマン氏によるも ので、同首相の出身地ケダー州のラン

カウイ島に伝わる伝説の女主人公の名前である。組合せの中の母本は、台中65号で、磯博士

が台湾で育種された蓬莱種の代表的な品種で、亀治x神力より出来た完全なジャボニカである。

収量は対象品種の平均に較ぺて 11 6％で、草型はよく、 粒はマ リンジャに較ぺて極く小粒

ながら品質もよく、食味もよい。ただ残念ながら、マリンジャ同様いもち病抵抗性は余りなく、

稗長も 1m程度あり、生育日数もほぼ 13 5日である。
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(7) マリンジャ、マスリの改良計画とパハギアの誕生

私が 19 6 5年 3月に渡航した当時の水稲育種の命題は、マリンジャ、マスリにいもち病抵

抗性をつけることでをった。殊K1 9 6 5年 12月には、穂ばらみ時に雨が多く、前例のない

いもち病の大発生がこれら両品種に見られ、一層いもち病抵抗性品種の創出が急がれた。しか

しその要望妬即座に応ずることが出来ないので、急場の策として、薬剤散布も考慮するよう希

望したが、農民の経済力から政紫上不可能とされ、唯一の策としてあくまで抵抗性品種の早期

育成に全力をそそくよう指示された。

そのため、上記 2品種を士台として、いもち病に強い在来品種のコンピを考え、多数の交配を

行なうとともに、日照時間調節などをして、 1年に 3~4世代を進める方策も栴じた。

世代促進と いっても、基本的デークがないので、短日操作の時期、時間、暗室内の温度の問題

など、手さぐりのものがあった。

改良計画の 1つとして、上記両品種の 2次選抜も行なった。すなわち、より短稗、早期のも

のを選び出すことをこころみ、ある程度成果をあげた。

第 1命題であるいもち病抵抗性マリンジャ、マスリがほぽ完成に近づいた頃、比国の国際稲

研究所(IRR  I)で育成された IR8がマレージャに導入された。その評判は大変なもので、

まるで食糧問題はこの品種で一挙忙解決したかのような勢であり、既存品種のいもち病抵抗性

という当初の育種目標は全く影をひそめるにいたった。既に完成段階に入っていた抵抗性マリ

ンジャ、マスリにとっては誠に残念であったが致し方ないことであった。この成果がその後ど

のよう匠なっているか気にかけていたところ、一部農家が、いもち病抵抗性マスリを＂アポロ”

と称して栽培していると聞いている。

とのような環境下にあっても全然別個の計画で、新しい型の品種の育成も目指していた。

そして、第3表のように、 1 9 6 8年にパハギアの育種が完成した。

パハギアの母本である Peta は、インドネジャで作られたもので、戦時中同地にあった私

達の先輩が手がけられたものである。一方の Tangkai Ro tan は、 Rotan(l長）のよう

に太い丈夫な Tangkai（穂首 ） の品種で、マレージャのジョホール州在来の品種である。

この組合せは、第 3表忙示すように、 I RR Iで行なわれ、同研究所で発表された IR 5と

兄弟系統である。

1 9 6 8年 9月5日の品種発表会で、 Bahagia（天恵）と命名された）この決定前の候補

名は、スリムダ（ムダの女王）であった由である。穀倉ケダーをかこむムダ川を利用して、同

地域の 2期作化計画の主要品種として期待されての名前であった。

•• 

． 

．．
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第 3表 Process of Selection 0 f Bahag1a 
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この計画は、ムダJI!計画とよばれ、この川を利用して、ケダー平野 25万エーカーの 2期作

化を目指すものであり、現在ほぼ完成に近づいている。

ケダー平野の稲作面積は、マレーシアの総稲作面積のほぼ 35 %をしめており、この計画完

成の暁には、同国の食糧問題は解決するといわれている。現在既妬半分位が二期作可能となっ

ている由である。

(8) パハギアの特性

，，ジヽギアの栽培成績の大要は第 4表のとおりで、収嚢については、少肥水準では 1R8--

マレーシャ名は Ria （幸福） 一ーたまさり、多肥条件下ではこれに劣る。草丈は両者の中

間で、いもち病抵抗性は両者よりすぐれている。草型は、 Ria のように止葉の直立したもの． でなく、むしろ、光合成に不利な悪い型に属している。しかし、私は、東南アジアの稲作を考・えた場合、まだ草型の良否を第 1義的に云々する段階ではなく、農家の慣行稲作に抵抗なくう

け入れられる、現状を一歩進んだものを目指すべきであると思っていたので、パハギア育成の

場合も、余り草型にこだわらなかった。

農家の圃場を借りての栽培試験において、 Ria よりもすぐれている例が多く（杉本技官の

デーク）、現在の農家のレペルでは、 うけ入れ易いと考えられよう。

3. 各品種の普及状況

● 1 9 6 9年の off Seasonの品種別水稲作は面積の州別分布状況は第 5表の通りである。

最近の情報によれば、 19 7 0年には、バハギアが更に多くなり、例えばケダー州では、

off Season作の約 9割がこれによって占められ、反面、マスリ、リヤが甚だしく減って

．．
 いる由である。とすると、ケダー州のパ＾ギアの欄は 1,5 1 0 haでなく少くとも現在は

4 D, D D O ha位にはなっていると推察される。

4. マリンジャ、マスリ、パハギアの相互関係

これらの 3品種に 1R 8を加えたものの相互関係を達観的に示したものが第 6表である。

在来品種を改良して出来た、マリンジャ、マスリが普及に移された後急に一段とんで 1R 8が

輸入された恰好忙なっていた。従って、マスリと 1R 8の間忙ギヤップがあったのであるが、 ．

パハギアがこれをうめたと見られる。
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第 5表水稲品種作付面積 （1969off Season) ud. 

こ Mal inj a Mahs u r i Ria (1 R8) Bahag ia Others Total 

Per 1 is 2,631 405 202 3,238 

Kedah 2,264 3,773 1, 5 1 0 7, 5,1 7 

Kelantan 1 0 9 5,765 24 7 1,724 7,845 

Trengganu 1,724 272 1, DD D - 2,996 

Pahang 1 6 2 996 243 1 2 1 
一
1, 5?. 2 

Penang 4 4 9 11, 2 8 5 1 5 0 2,254 890 15,02 9 

f'erak 1,764 21,338 989 2,461 5,572 3 2, 1 2 5 

Selangor 1,594 1 2,8 4 3 7 3,058 1,568 19,071 

Melaka 5 8 1 7 5 1 54 67 1,253 

Negri Sembilan 21 9 975 761 760 2,7 1 5 

Toho re 未 未 未 未 未 2,795 

To ta 1 4,679 60,572 6,496 13,359 & 2 3 5 9 6, 1 3 :5 

伶 5. 0 64. 9 7. o 1 4.3 8.8 100. 0 

第 6表 Malinja,Mahsuri,Bahagia の関係

要～扇、逆竺、 在 来 MalinJa Mahsuri Bahagia 
Ria 
(1R8) 

かんがい水 天 水
｀ 

完全かんがい

稗長 (cm) 1 1 D以上 1 0 0~1 1 0 1 D 0 80-90 7 0 

倒 伏 極易 ゃや易 中 難 ・ 極 難

N肥科(K水9/"準h 0~35 35~45 4 555 55-90 90以上a) 

栽培密度 (C1II） 35x35 3 ox 3 0 30x30 3Dx30 2Dx20 

収 羹（V知り 1. 5~2.0 3. D 4.0 4.0 5.0以上

•• 

． 

．．
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5. 東南アジア諸国の水稲品種の動向

•• 
I RR  Iでは稲の品種改良に主力をそそぎ、 I R 8にはじまる各品種は東南アジア各地で高

く評価されている。しかしこれを直接導入する場合は抵抗が多いことが経験上明らかとなり、

現在では、 これらを母本にして、各国の在来品種を交配する方向がとられ、既に有望品種が各

国で出されている。例えば、インドネシャでは、 1 R5xSynthaより、 1 9 7 1年初頭に

2品種が発表され、クイではRD1~  3を、インドでは、ジャャ、パドマその他の発表されてい

るごとくである。将来もこのような傾向はつづくものと考えられ、 1 RR  1は、その豊富な品

種のコレクションと、多数のすぐれた陣容をもって、稲育種の東南アジアの中心になるものと

考えられる。

むすび

マレーシアの稲の育種に関連した経験をお話したが、 これら開発途上国において、米の増産

をめぐって何がポイントになるかを考えた場合、勿論基盤整備を中心とする諸元が根本的なも

のであろうが、さしあたりの対策としては、環境が悪ければ悪いなりに、良ければ良いなりに、

それに遥応する品種を育成することが第 1であろう。それは、比較的投賣も少なくてよいこと． ではあるいまた、物を造り、直接農家の手に渡すことであるから効果は目に見えて確かであ
る。稲の育種はもっと重視されてよかった部門ではなかろうか。

．．
 質疑応答

（問） 形質の固定は何代位で、できるものですか。

（答） 形質の固定は交配組合妬よる。近緑のもの同志の後代の固定は早いが、遠緑のものは

おそい。普通日本稲同志の組合せでは、 6~ 7代で充分です。

（問） これからの東南アジアに要求される稲の型質はどんなものがあげられますか。

（答） 1 RR  1の育種家ピーチエル氏のものをあげる、これが全体をカパーしていると判断

するから。

耐肥性、非感光性、耐病虫性、数種の生育期間、耐風性、おそい枯れ上り、中位の脱

粒性、適度の休眠性、粒型（品質）の良好なこと、精白歩留りの良いこと、食味の良
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いこと、蛋白含籠の高いもの、耐冷性、深水抵抗性

（問） マリンジャ、マスリ、パハギア、特にパハギアの加工特性（乾燥、精米の）をご説明

下さい。

（答） 乾燥に関して¢ー、..:戌1時の条件およびその後の取扱い如何で、品種花よるも のはありま

せん。

精米などのデーク忙つきましては、特にパハギアについては発表されておりません。

この辺のツメのあまさがありますが、他と大差はないようです。マリンジャ、マスリ

忙つきましては、次のようなデークがあります。

品種名 原料籾量(g) 玄長量 歩 留 白米贅 歩留 ． 
Malinja 2,54 D 1,980 77. 9 1,795 70. 6 ． Mahsuri 2,700 2,092 77. 1 1,865 69. 0 

Pebifun 2,520 1,974 79. 3 1, 7 A 6 69. 3 

（注） 精白時間、 5 D秒、米国製試験用精米機使用

（問） Malinja.Mabsuri Bahagia の穂発芽性と脱粒性について IR-8とか在

来種に比較してどの程度でしょうか。

（答） 穂発芽性に関してのくわしい調査はありませんが、早生ほど休眠期間がみじかい傾向

があります。パハギアは他の 3品種と較ぺて、穂発芽難のようです。

脱粒性陀ついてもくわしい比較はありません。私達の分類では全部易の中に入りま ~ 

すが細かくいうと多少の差はあると思います。

（問） 第 6表品種間特性忙ついて品質（食味を含む）粒形

（答） 品質は 1R8(Ria)が最もおとり次にマリンジャ、よいものとしてマスリ、パハ

ギアの順です。在来種は一般には良いものが多いようです。

食味も大体同様ですが、はっきり比較したデークはありません。 ただ、マスリとパ

，，ヽ ギアを較ぺた場合、前者の評判の方がよいようです。この理由はよ くわかりません

汎バハギアが余り多くなると、 ミラーがそのような評判をたてることも考えられま

す。

，，ジヽ ギアは、白米が多少黒づんだ色をしている傾向があります。

粒形については次のようにいえましょう。

．．
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形状 大きさ

Malinja 長粒 中

Mah s u r i 梢長粒 小～極小

Bahajia 長粒 中

Ria 長粒 中

•• 
（問） Malay稲作における（介施肥栽培の現況（口湘約戊化栽培の現況

（答） rf)各州において施肥の基準は一応出来ているが農家の実態は不明です。

平均的にいえばN2 0~3 0 Lbs /a.c 位が普通と推察され、東部海岸にゆけば西部

より一段とおくれている傾向があります。

（口） 試験場段階です。しかい 2期作地帯では（特に西北部）稲作に機械を導入しよ

うとするとする意欲は混まって来ており、主に収穫棧より検討がつづけられている。

以上

（文責在財団）

． 

．．
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熱帯林業の情勢

熱帯林業協会副会長 原 敬造氏

ー講演要 ヒごン
日ー

）． 世界の木材需給における熱帯林業の地位•• 
FAO調ぺによる世界の工業用材過不足蓋 (19 6 1~1 9 7 5年）は別表(1)忙示す通りで

ある。このよう妬大きな地城を単位にすると、大きな木材の輪出地域はカナダ、ソ聯、熱帯地

城となってい入これらの地城は天然林資源が豊富で、今後も重要な供給源となるであろう。

なおアジア、ラテンアメリカ、アフリカの三大熱帯地域のうち、東南アジア産材は日本、韓

国、台満などに、西アフリカ産材はヨーロッパに主な市場をもっている。ラテンアメリカ産材

はほとんどが、仝地城内忙て消費されている。

2 熱帯の森林資源の内容

● 臼林を大別すると、①熱帯降雨林（ Tropica 1 Rain F o res t)②熱帯適潤落葉樹

林 (Tropical moist Deciduous、F.)⑧熱帯乾燥落葉樹林 (Tropical ;:;ry 

Deciduous F.)VC別けられるが、主要な木材給瀕は①である。

．．
 この森林はアフリカではコンゴーから西海岸に沿って分布しており、またアジアでは東南ア

ジア諸島（大陸は部分的）、ラテンアメリカではアマゾンを中心忙中米まで分布している。

アマゾンの森林は広大なものであるが現在の技術と木材価格では開発が不可能とされている。

②と⑧の森林はアフリカでは熱帯降雨林の周辺妃広大な地域を占めており、また東南アジアで

は大陸部、ラテンアメリカではプラジル高原によく発達し・・万ヽる。②は一部にチークその他有

用街の生産が見られるか、⑧は林業的に価値はほとんどない。
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（別表 1)

消 費 生 産 過不足
地 城

1 9 6 1 1 9 7 5 1 9 6 1 1 9 75 1 9 6 1 1 9 7 5 

ヨ ロ ツ
..,< 259. 4 376 2:?4.3 297 621. 1 乙 79

ソ ヴ 工 卜 243. 2 305 2 56.8 +1 s.8 

アメリカ・ カナダ 3 20. 5 420 3 39. 3 +1 &8 

ラテンアメリ 力 39. 9 76 3 8.5 △1. 4 

ア フ リ 力 25. D 36 25.6 +o.s 

（内） 西 部 7. 5 1 1 1 2. 9 +s.4 

(,,) 東 部 8.0 1 I 7. 6 △0.4 

(,,) 北 部 3.6 6 0.4 △3.2 

(,, J 南 部 5.9 5 4 7 12 61. 2 +7 

中 国（本土） 34. 0 62 34.0 

極 東 1 04. 5 180 93. 7 6.6.6 

べ内）東南アジア醤
8.8 1 4 1 0. 1 +1.3 
1 5.0 25 22. 0 +7. o 

(“)南アジア 1 6. 6 20 1 0. 1 △6.5 

(II)日 本 63. 0 1 1 2 52.6 82 .61 0.4 △ 30 

、（”)覧（除日本） 6.1 ， 3. 1 △3. 0 

A ロ 計 1,054.1 1,495 1, D 4 D 

(Unasijcva Vol.20No80-81 による）

3. 東南アジアの林業と日本

日本の木材はその％を外国木材にあおいでおるが、現在は、これをソ連、 北アメ リカ、カナ

ダおよび東南アジア地域から輪入している。

このうち、ソ連北アメリカ（含カナダ）等からは、針葉樹材が輪入され、これは主として建築

用材である忙反い熱帝から入るものは軽軟で合板に適する熱帝広葉樹材である。これは国産

材や輸入針葉樹材と競合しないので今後も益々需要増の見とうしである。なお、東南アジアの

広葉樹材の概略の用途は、

•• 

． 

．．
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％合板

外製材 （フローリング、家具、造作用）

であり、このため軽軟な大径材が要求され、ラワン材（メランティ）などのフクパガキ科の樹

木がこれにあたるわけである。

4. フタパガキ科について

世界におけるフクパガキ科の分布状況は第 2表のとおりである。． この表でも判るとおり、フ クパガキ科は東南アジアの諸島部に多く、とくにフィリッピン、・ボルネオ、スマトラ、マレー半島では単位面積当りに占めるフクパガキ科樹木の材積が多く、

このような森林はフクパガキ林といっている。

日本へ多く輸入しているのは主に次の 6つの試である。

① Shorea 樹種によって硬いのと、軟かいのとあり、日本は軟かいのを輪入してい

る。ラワン（フィリッピン）メランティ（インドネシア、マラヤ）

② Pen tac me 軟かい（フィリ，，，ピン産）ホワイトラワン

⑧ Parashorea 軟かい ラワン（フィリッピン）メランテ,f(インドネツア ）

④ Ori yobanop 中庸の堅さ カプール（インドネンア、マレイジア）

● R Anisoptera 中庸の堅さ パロサビス（フィリッピソ）メルサワ（インドネツア、マ

レイシア）

⑥ Dipte roca巧畑も中庸の堅さで、フローリングなどに用いている。アピトン（フィリ，，，

．．
 ピン）クルイン（マレイ ツア、インドネツア）

なお一般に大陸部では軽軟なフクパガキ和の樹木は少い。

また、フクパガキ林はスラウェシーの東部から東の方には 1~ 2の例外はあるが、殆んど分

布していない。

フクバガキ科の実は下記略図のようた一般に、花後伸長した 2,3或は 5個の羽根状（ある

いは細葉状 ）になった葉を備えておる。

＞
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第 2表二羽柿科樹種の分布状況

(Foxworthy 1956年記録より）

全ア セ イ 南 マ ス ジ ボ フ 西 東 セ モ 二

レ／ イ 部 部 ユ

フ イ イ マ ル リ マ マ レ／ ル I 
属 名 種 ン I ヤ ツ

V レ
ギ

リ 口 ン
半
卜 ネ ビ I I ベ ツ 二

シ シ

数ヵ ン ド ド 島 ラ ワ オ ン ア ア ス 力 ア

Anisoptera 13 2 7 4 3 4 12 2 1 

Balanocarpus 1 1 1 

Cotylelobium 5 1 2 2 3 4 

D io tyca rpus 1 1 

Di pte roe a rpus 73 5 2 16 24 22 5 34 11 58 1 1 

Doona 12 12 

Dryobalanops ， 2 2 ， ， 
Hepea 73 4 8 13 25 8 1 20 9 49 4 1 4 

Marquesia 3 3 

Monoporandra 2 2 

Monotes 31 31 

Paras ho reea 8 2 4 3 2 2 8 

Pentacme 3 1 1 

Shore a 131 5 3 20 54 22 1 60 15 107 3 1 2 1 

S temonopo rus 14 14 

Upuna 1 1 1 

Vater1a 5 ＊ 2 2 

Va tica 65 3 1 1 1 21 1 0 5 21 8 22 3 2 1 1 

計 450 34 48 17 65 141 73 10 n53 51 308 13 4 4 7 

•• 

． 

．．
 

＊ 明確でない。
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5. わが国の需要と生産国の生産見透し

•• 

日本への輪入数量忙ついて見れば、 1 9 7 D年 19 D 0万而で 19 6 5年の 9D D万而に比

し若しい増加であり、今後も更に増加するものと思われる。

一方供給地側としては、フィリッビンは最も早くから材を日本へ出したが、今では限度に達

しており、しかも Shift in g Cu 1 ti va t ion（焼畑耕作）のため山は荒らされている。

1年に 1D D D万m冷伐り、そのうち 8割を輪出しているので、最早や森林預源は枯渇しつつ

あるということができ、今後の増産は望み少い。

サパでもフィリッビンに次いで生産が続けられてきたのでこれまた限度に来ている。

今後の供給禄は、カリマンクン、スマトラを含むインドネシアである。

6. インドネシアの森林開発輪入

． 

．．
 

オランダは絞治時代に、熱帯林業に対して相当貢献しており、ジャワを中心花、主力をチー

クにおいたので、林野庁にチーク部が設けられ、造林事業も進んでいた。この半面外領の森林

開発は遅れていた。

スカルノ大統領は政治重点で、外資導入も嫌っていたので、広大な森林汽源（森林面積は 1

億 20 0 0万ha、生産林 24 0 J万ha) は賣本．と技術の不足で未開発のままであった。

次のスハルノ大絞領忙なってから外資導入を行なうこと化なり、 19 6 7年外預導入法が成立

し、これを契摂に森林開発部が設けられ、 1 9 7 0年現在伐採権を取得した会社 46社、資本

投費額 5億ドルであり、 うち日本は 6社が伐採権を得ている。また伐採権を得た総面積は

1 0 0 0万haを超えている。なおこのほか申請中のものと予備契約のものとで 72件となっ

ており、森林開発競争といわれる状態忙なっている。

（注） 森林伐採特別認可（ Conssesion,Lisense)

東南アジアの森林は殆んどが国有林（中には州有林もある）である。

国家に金がないので、民間の資本に 20~3 0年の契約で伐採権を認める。

民族賢本の意識は何の国でも強いので形式は民族資本でも実質は外国費本を入れている。

フィリッビンでも、 Conssesionはフィリッピン人かアメリカ人でないと付与されない。
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7． 将来の生産確保と森林保全

フクパガキの森林は伐採し、その後再び成林して伐採出来るまでの年数は 80~6 0年とい

われている。

この際伐りっばなしただけでなく、生産保績が出来るよう忙施業することが原則である。

この森林保全について、マレーツアは合理的妬行っている。

(a) 保全の仕方（施業法 ）

熱帯降雨林の様相は長く伸びた樹（上層木が、ある間隔をもって生えており、その間に中及

び小の高さの樹木が密生している。

この上必木を切って、集材、運材を行なうにあたり、有用樹の中、小径木や幼樹、稚樹の保

全を行いながら施業することが必要である。

マレイジアでは 19 4 D年頃に、Malysian Regeneration Inprovement 

System（傘伐更新法）が確立された。

この方法は林戸を切りすかして、天然の種子から稚樹を発生させ、 これを仕立てて行く万法

であるが、伐採は 2~3回に分けて行なう。また混生している不用木は薬殺によってとりのぞ

く。

集材は人力或いは牛で運こんで行なうが、 この方法ならば森丸を荒さない。

しかいこれでは木材の生産能率があがらないので、機械を入れて一度に伐る方法を要求さ

れるよう花なった。

これに答えて改良されたのが、Malyan Uniform System である。

この万法は商業用樹木は、一度妬伐るが、伐る前に森林調査をおこない、一定の方式化基い

た測定方法において、調査の結果、有用樹の稚樹が多ければ一度忙伐る。

そして集材は トラクク ーを使う。この場合は手や人力に よる場合ほどではないが、有用木の幼、

稚樹を投じない。このような施業法と集材方法で次の森林を仕立てあげて行く。これがマラヤ

の低地フクバガキ林で行なわれている方法である。またもしこの方法で成功しなかった場合は

改めて、 1 0 m間隔位妬森林を伐開して、そのあと．に苗木を植栽している (enrichment

Planting) 

マラヤはここから森林の開発が漸次山岳地に移りつつある。この地域では今までの方法が適

用出来ぬので、 目下研究所の霊要課題として研究が続けられているが、色々難しい問題がある

ようである。

•• 

． 

．．
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•• 

フィリッビンでとられている施業法は択伐作業法である。この方法は伐採許容最少直径寸法

を定めて、将来の資源を保存する方法である。

ミンダナオ忙ある優良フクバガキ材ではこの方法が厳格に適用されれば、費源保統の可能もあ

るが、 こてーでとられている集材法に問題がある。ャーダーを使ったハイリード集材車は蓄積の

多いフクパガキ林では能率の高い集材万法でまり、またトラククーよりも地形の制限も少いが、

幼稚樹のみでなく残在中、小径木をも折損Lて、森林を荒すので、跡地更新に極めて有害な方

法である。現在この対策が色々考へられている。

（注） ハイリード法とは下図の如く、 ジ｛ヤ ーを張り、木材（伐採木）の一端をこれた固

定して、引張り集める。この際木材の他の一端は地上を曳きずるので、地上の植生は広い範囲

に荒される。

--. ---r -—• P 

ご口区，

． インドネ・ンアでは本格的な森林開発ははじまったばかりであり、政府でも森林保全には最大
の関心をもっている力＼ 自信もた＜技術的な点はこれからである。

ただこれも森林保全の一つであるが、 この国は、旧蘭印時代からジャワを中心に人工造林が

行はれており、熱帝諸国の中ではその実績は群をぬいている。

力協の本日a
 ．．
 

わが国政府から、これら輪出匡に対する林業への協力は現在僅かである。

航空写真（森林調査のための）や、人工造林の振興（日本の紐バルプ会社が実施している）

に補助を しているなどがあげられる。

東南アジアの林業は、今後ともわが国の経済や木材産業上重要な地位にあるが、またそれぞ

れの国には各種の問題点をもっている。

これらの問題は、経済的な協力を必要とする問題もあるい技術或は研究の協力を必要とす

-7 1-



．．、ものもある。これらの問阻を解決してこそ、東南アジア林業の真の開発があり、安定が望め

るのであって、東南アジア材に依存の強いわが国の姿勢と して、 これらの問題解決に強力な協

ヵ、援助を行うことが望まれる。 以上 （文責在財団）

次いで、スライド花より、各種林相、熱帯樹木の容姿、 Enrichment 用の苗育成、

施業の風景、針葉樹の試植状況につき説明あり、そのあと、次のような質疑応答が行われた。

（問） プロダクションツェアリーング（生産分与方式）とは何か

（答） プルフクニーPerhutani(インドネツア林業公社）といい、ジャワ島の営林局のう

ちチークのある中部ジャヮ営林局東部ジャヮ営林局をプルフクニーは経営している。

ほか忙外領にもいくつかの事業地をもって支社を作っている。

この公社は咬本と根様が不足しているので、 日本から協力会社が出て行き、伐採事業は公社

が行 シが、技術指導と機械の提供を協力会社で行い、それに見合う木材を日本に輸出するとい

う仕組みでこれをプロダクションツェアリングといっている。

•• 

（問） 森林管理方法の一番進んでいる国はどとか

（答） オランク時代にジャワでチークを確保するため、オランダは独乙人を招き、これにまか

せて管理させた。

独乙や 木材で国の財政に寄与しているノルウエー、 スエーデンなどが進んでいると思う。 ~ 

（問） アピトンについて

ぷ） 接地すると早く腐る力＼そのほかの用途やフローリングとしての耐久性は強h

編集後記

7月 3 1日全プー（コプ牛 ）の耐熱・耐病性につい 5は 、紙面 の都 合

により、 次号に 載せます。

．．
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講 師 略 歴 （講義順）

長谷川 善彦氏

昭和 14年東京大学法学部卒業、昭和 14年農林省入省（米穀局） 、昭和 16年内閣興亜院出

向、昭和 18年在北京日本大使館三等書記官、昭和24年食糧庁輸入計画課長、昭和27年在ク

イ日本大使館ー等書記官、昭和28年農林省統計調査部調整課長、昭和52年経済企画庁計画

局参事官、昭和5-4年農林省官房参事官、昭和55年在アメリカ日本大使館参事官、昭和41 

年日本貿易振興会(JETRO)理事、現在に至る。•• 
西川五郎氏

昭和11年東京大学農学科卒。 19年東京大学農学部助教授、32年東京教育大学農学部教授、

現在に至る。農学博士3日本熱帯農業学会長。 36年クイ国（ひま作の改良と栽培指導） 38 

年アラプ連合、西改諸国（アラプ連合砂漠地域開発計画と欧州砂漠および乾燥地農学の研究）

4 5年西パキスクン（砂漠緑化計画および農業開発へのアスファルト利用の可能性調査）アラ

プ湾岸諸国（農業開発のための調査）その他東南アジア各国、アメリカ、メキシコ 、クエート

に出張調査。

川上潤一郎氏

昭和27年 3月京都大学農学部農学科卒業、同年4月農林省北陸農業試験場作物部水稲育種研

究室勤務、昭和34年 12月マレージャにコロンボプラン要員として出張、 1年2ヶ月滞在、

昭和40年 3月再度コロンボプラン要員としてマレージャに出張、 2年6ヶ月滞在、昭和43 ・年4月農林省農事試験場企画連絡室海外研修科長へ配置換え、昭和45年6月熱帯農業研究セ・ンクー企画連絡室へ配置換え、主任研究官。

． 

原 敬造氏

昭和 10年東京大学農学部林学科卒業後、東京大学助教授、海軍マカッサル研究所々員、国立

林業試験場経営部長を歴任し、現在熱帯林業協会副会長、南方造林協会顧問林業試験場研究顧

問の職柘ある。

この間、戦前、戦後を通じ、南アメリカや、東南アジア諸国の林業調査並に指導に数回従事し

た。また東京大学を初め数校にかハて熱帯林業の講義を担当してきた。
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